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は
じ
め
に

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
に
関
す
る
研
究
は
、
汗
牛
充
棟
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い（

１
）。

問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
大
別
す
れ
ば
、
次
の
三
点
に

絞
ら
れ
よ
う
。
ひ
と
つ
は
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
実
在
し
た
の
か
ど
う
か
。
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
。

換
言
す
れ
ば
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
史
的
実
在
性
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
は
い
つ
誕
生
し
た
の

か
、
と
い
う
伝
説
の
起
源
を
め
ぐ
る
問
題
。
そ
し
て
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
の
聞
き
手
は
そ
も
そ
も
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う

聴
衆
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
相
互
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

本
稿
の
目
的
は
、
従
来
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
研
究
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
主
要
な
研
究
者
の
論
点
を
さ
ぐ
り
、
近
年
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ

ド
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
の
一
端
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｒ
・
Ｈ
・
ヒ
ル
ト
ン
、
Ｍ
・
キ
ー
ン
、
Ｊ
・
Ｃ
・
ホ
ウ
ル
ト
、

Ｄ
・
ク
ル
ッ
ク
、
Ｊ
・
Ｒ
・
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
、
Ｂ
・
ハ
ナ
ワ
ル
ト
、
Ｒ
・
Ｂ
・
ド
ブ
ソ
ン
と
Ｊ
・
テ
イ
ラ
ー
、
Ｋ
・
ド
ゥ
フ
リ
ー
ス
、
Ａ
・

エ
イ
ト
ン
、
Ｔ
・
Ｈ
・
オ
ル
グ
レ
ン
ら
の
所
説
を
と
り
あ
げ
る
。

と
り
わ
け
、
初
期
の
ロ
ビ
ン･

フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
群
に
お
け
る
庶
子
封
建
制
の
要
素
を
重
視
す
る
Ｊ
・
Ｒ
・
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
、
弓
術
や
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弓
の
射
手
に
注
目
す
る
Ｋ
・
ド
ゥ
フ
リ
ー
ス
、
Ａ
・
エ
イ
ト
ン
、
そ
し
て
都
市
の
ギ
ル
ド
な
い
し
は
商
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
斬
新
な

問
題
視
覚
か
ら
バ
ラ
ッ
ド
を
読
み
解
く
Ｔ
・
Ｈ
・
オ
ル
グ
レ
ン
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
引
用
も
挙
げ
な
が

ら
、
そ
の
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
稿
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
今
日
に
至
る
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
研
究
史
の
一
断
片
で
あ
り
、
文
字
通
り
、
筆
者
の
「
ノ
ー
ト
」
に
す
ぎ
な

い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

一
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
を
め
ぐ
る
諸
問
題

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
は
、
い
つ
、
誰
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、

一
九
六
〇
年
代
にP

ast and P
resent

誌
上
で
論
争
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
論
争
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
、
ロ
ド
ニ
イ
・
ヒ
ル
ト
ン
で
あ
っ

た
。
ヒ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
は
一
三
八
一
年
の
農
民
一
揆
に
お
い
て
最
高
潮
に
達
す
る
農
民
階
級
の
不
満
を
反
映
し

て
い
る
。「
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
農
民
の
社
会
的
闘
争
の
副
産
物（

２
）」

で
あ
っ
た
。
一
揆
の
敗
北
に
よ
っ
て
農
民
た
ち
の
夢
は
打
ち
砕
か
れ
た

が
、
そ
の
意
思
を
受
け
継
い
だ
の
が
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
端
的
に
言
え
ば
、
ヒ
ル
ト
ン
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
に
階
級

的
性
格
を
み
る
の
で
あ
る
。
モ
ー
リ
ス
・
キ
ー
ン
は
ヒ
ル
ト
ン
と
同
様
の
見
解
を
表
明
し
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
を
農
民
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
み
な

し
た（

３
）。

こ
う
し
た
、
い
う
な
れ
ば
農
民
贔
屓
の
見
方
に
反
論
し
た
の
が
、
サ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
ウ
ル
ト
で
あ
っ
た
。
ホ
ウ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
群
は
、「
も
と
も
と
は
不
満
を
も
っ
た
農
民
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
の
文
学（

４
）」

な
の
で
あ
る
。
ロ
ビ
ン
・

フ
ッ
ド
物
語
に
耳
を
傾
け
た
の
は
元
来
、
王
侯
貴
族
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
、
そ
し
て
そ
の
家
中
役
人
で
あ
り
、
物
語
は
移
動
す
る
封
建
貴
族
の
家
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中
を
中
心
に
、
吟
遊
楽
人
や
奉
公
人
た
ち
に
よ
っ
て
伝
播
・
流
布
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ホ
ウ
ル
ト
は
ロ
ビ
ン
物
語
の
伝
播
の
中
心

が
封
建
貴
族
の
家
中
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
聴
衆
は
生
ま
れ
の
よ
い
保
守
的
な
人
び
と
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
こ
う
し
て
、
ヒ
ル

ト
ン
や
キ
ー
ン
と
は
一
線
を
画
す
る
の
で
あ
る（

５
）。

ホ
ウ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
起
源
に
関
す
る
問
題
を
考
え
る
場
合
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
大
別
し
て
四
つ
あ
る
。
ひ
と

つ
は
実
在
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
を
同
定
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
そ
の
候
補
者
が
い
る
と
し
て
、
ホ
ウ
ル
ト
は
一
二
二
五
年
七

月
に
ヨ
ー
ク
で
実
施
さ
れ
た
巡
回
裁
判
の
際
に
、「
逃
亡
者
」fugitivus

と
記
さ
れ
て
い
る
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ド
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
文
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
こ
れ
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
を
文
学
作
品
と
し
て
の
騎
士
ロ
マ
ン
ス
に
結
び
つ
け
て
考
え

る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
二
〇
〇
年
頃
に
ジ
ョ
ン
王
に
反
逆
し
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
さ
れ
た
ウ
ェ
イ
ル
ズ
辺
境
諸
侯
フ
ル
ク
・
フ
ィ
ッ

ツ
ウ
ォ
ー
リ
ン
の
話
や
、
一
二
〇
三
年
に
主
君
た
る
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
伯
に
逆
ら
っ
て
森
へ
の
が
れ
、
傭
兵
と
し
て
生
涯
を
終
え
る
修
道
士

ユ
ー
ス
タ
ス
の
話
が
類
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

第
三
の
方
法
は
、
地
理
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
ロ
ビ
ン
伝
説
は
名
門
貴
族
レ
イ
シ
ィ
家
の
大
所
領
に
結
び
つ

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
広
大
な
レ
イ
シ
ィ
家
の
所
領
の
中
心
は
ヨ
ー
ク
シ
ャ
の
ポ
ン
テ
ィ
フ
ラ
ク
ト
に
あ
っ
た
。
こ
の
ポ
ン
テ
ィ
フ
ラ
ク

ト
の
大
所
領
に
は
『
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
武
勲
』A

 G
est of R

obin H
ood

（
以
下
、『
武
勲
』）
の
主
要
な
舞
台
と
な
っ
た
ヨ
ー
ク
シ
ャ
南
部

の
バ
ー
ン
ズ
デ
イ
ル
や
ラ
ン
カ
シ
ャ
の
ク
リ
ザ
ロ
ウ
と
い
っ
た
領
地
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。

最
後
に
人
名
か
ら
の
接
近
法
が
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
姓
を
も
っ
た
人
名
を
探
っ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
一
二
九
六
年
に
は
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
な
る
人
物
の
名
が
サ
セ
ッ
ク
ス
州
の
徴
税
記
録
簿
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
」
で
あ
っ
て
、「
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
」
で
は
な
い
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
、

こ
の
よ
う
な
特
異
な
姓
が
あ
え
て
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
三
世
紀
末
ま
で
に
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
流
布

し
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
ホ
ウ
ル
ト
は
考
え
る（

６
）。
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『
武
勲
』
の
な
か
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
州
長
官
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト
、
聖
職
者
に
よ
る
高
利
貸
し
は
、
本
質
的
に
一
四
世
紀

と
い
う
よ
り
は
、
一
三
世
紀
の
問
題
で
あ
る（

７
）」。

こ
う
し
て
ホ
ウ
ル
ト
は
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
の
起
源
を
一
三
世
紀
に
み
る
。
当
初
ヒ

ル
ト
ン
説
を
支
持
し
た
キ
ー
ン
も
、
自
著
の
公
刊
後
に
ア
ス
ト
ン
の
批
判
を
あ
び（

８
）、

一
九
七
七
年
に
出
さ
れ
た
改
訂
版
で
は
そ
れ
ま
で
の
自

説
を
撤
回
し
、
ホ
ウ
ル
ト
説
に
軍
配
を
上
げ
て
い
る（

９
）。

ド
ブ
ソ
ン
と
テ
イ
ラ
ー
は
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
物
語
群
は
エ
ド
ワ
ー
ド
二
世
（
在
位
一
三
〇
七
～
二
七
）
お
よ
び
三
世
治
世
（
在
位

一
三
二
七
～
七
七
）
期
、
す
な
わ
ち
一
四
世
紀
の
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る（

（（
（

。
ふ
た
り
は
、『
武
勲
』
の
な
か
に
は
州
長
官
や
聖

マ
リ
ア
修
道
院
長
に
対
す
る
反
感
が
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
同
修
道
院
長
が
自
己
の
借
地
人
に
不
当
な
金
銭
を
要
求
し
た
り
、
過

重
な
賦
役
を
強
要
し
た
り
し
て
い
る
場
面
は
見
当
た
ら
な
い
と
し
て
、
ヒ
ル
ト
ン
の
よ
う
に
ロ
ビ
ン
伝
説
の
内
容
を
階
級
的
な
用
語
で
分
析

し
、
過
度
に
単
純
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
警
告
を
発
し
て
い
る（

（（
（

。
換
言
す
れ
ば
、
ド
ブ
ソ
ン
と
テ
イ
ラ
ー
は
ホ
ウ
ル
ト
と
同
様
、
ロ
ビ
ン
・

フ
ッ
ド
を
農
民
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
み
る
見
方
を
し
り
ぞ
け
る
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
聴
衆
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
ジ
ェ
ン
ト
リ
で
あ
り
、
伝
播
の
中
心
が
貴
族
の
家
中
に
あ
っ
た
と
す
る
ホ
ウ
ル
ト
説
を
批
判
し
て

い
る
。
吟
遊
楽
人
た
ち
は
毎
年
、
主
要
な
祝
祭
日
に
大
広
間
に
集
ま
る
よ
う
要
求
さ
れ
た
事
実
を
考
慮
す
る
と
、
大
部
分
の
吟
遊
楽
人
は
貴

族
の
家
中
に
集
ま
っ
て
く
る
よ
り
も
、
さ
ら
に
大
き
な
聴
衆
︱
大
市
な
い
し
は
都
市
に
集
ま
っ
て
く
る
聴
衆
︱
の
面
前
で
よ
り
多
く
の
時
間

を
費
や
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ド
ブ
ソ
ン
と
テ
イ
ラ
ー
は
、
一
三
世
紀
に
お
い
て
す
ら
、
王
侯
貴
族
の
家
中
を
ロ
ビ

ン
・
フ
ッ
ド･

バ
ラ
ッ
ド
の
発
信
源
と
す
る
に
足
る
ほ
ど
吟
遊
楽
人
が
家
中
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
、
と
か
な

り
懐
疑
的
な
見
方
を
し
て
い
る（

（（
（

。

ド
ブ
ソ
ン
と
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
緑
林
の
伝
説
は
一
四
世
紀
後
半
の
ペ
ス
ト
襲
来
後
、
経
済
的
進
展
を
遂
げ
た
多
く
の
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
人
が
一
四
〇
〇
年
前
後
に
抱
い
た
社
会
的
野
心
の
あ
ら
わ
れ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
そ
う
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。「
ロ
ビ

ン
・
フ
ッ
ド
は
新
た
な
社
会
集
団
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ヨ
ー
マ
ン
層
の
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
っ
た（

（（
（

」。
一
五
世
紀
の
は
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じ
め
に
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
崇
拝
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
浸
透
し
て
い
た
。
そ
の
頃
に
は
、
そ
の
起
源
が
ホ
ー
ル
で
あ
れ
、
市
場
で
あ

れ
、「
ジ
ェ
ン
ト
リ
」
で
あ
れ
、「
農
民
」
で
あ
れ
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
す
で
に
万
人
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
述
べ
て
、
ド
ブ

ソ
ン
と
テ
イ
ラ
ー
は
一
五
世
紀
に
お
い
て
ロ
ビ
ン
伝
説
が
ひ
ろ
く
民
衆
の
間
で
人
気
を
博
し
て
い
た
点
を
強
調
す
る（

（（
（

。

と
こ
ろ
で
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
実
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

上
述
の
よ
う
に
、
ホ
ウ
ル
ト
は
実
在
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
候
補
者
と
し
て
、
一
二
二
五
年
の
裁
判
記
録
に
登
場
す
る
「
逃
亡
者
」
ロ
ビ

ン
・
フ
ッ
ド
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
深
入
り
は
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
」
と
い
う
洗
礼
名
と
姓
の
組
合
せ
が

き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
る
点
に
着
目
し
、
こ
の
特
異
な
姓
の
出
現
の
背
後
に
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
し
、
一
九
八
四
年
に
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
ル
ッ
ク
博
士
は
今
日
知
ら
れ
て
い
る
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
姓
で
も
っ
と
も
古
い
事
例
を

発
見
し
た
。
一
二
六
二
年
の
財
務
府
の
「
覚
書
記
録
簿
」
に
み
ら
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ウ
ブ
フ
ッ
ド
が
そ
れ
で
あ
る（

（（
（

。
従
来
、
一
三
七
七

～
九
年
頃
に
書
か
れ
た
ラ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
『
農
夫
ピ
ア
ズ
』
が
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
へ
の
最
初
の
言
及
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
や

一
二
六
二
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
ロ
ビ
ン･

フ
ッ
ド
は
一
二
六
二
年
に
は
す
で
に
伝
説
化
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ

て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
ク
ル
ッ
ク
の
発
見
に
よ
っ
て
、
伝
説
の
起
源
を
一
三
世
紀
と
み
る
ホ
ウ
ル
ト
の
説
は
補
強
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
ク
ル
ッ
ク
博
士
は
当
時
の
州
長
官
を
ユ
ー
ス
タ
ス
・
オ
ヴ
・
ラ
ウ
ダ
ム
と
同
定
し
、
実
在
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
を
探
し
求
め
る（

（（
（

。

一
二
二
五
年
七
月
ヨ
ー
ク
シ
ャ
の
州
長
官
ユ
ー
ス
タ
ス
・
オ
ヴ
・
ラ
ウ
ダ
ム
は
国
王
令
状
に
よ
り
、「
わ
が
領
地
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
に
し
て
悪

人
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ザ
ビ
を
捜
査
・
逮
捕
・
絞
首
す
る
た
め
に
」（ad R

obertum
 de W

ereby utlagatum
 et m

alefactorem
 

terre nostre querendum
 et capiendum

 et decapitandum

（
（（
（

.

）
雇
っ
た
下
役
の
経
費
と
し
て
、
四
〇
シ
リ
ン
グ
の
出
費
を
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ

か
ら
四
ヶ
月
後
の
一
一
月
、
財
務
府
に
や
っ
て
き
た
ユ
ー
ス
タ
ス
は
、
さ
ら
に
「
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ザ
ビ
を
吊
る
す
た
め
の
鎖
代
と

し
て
二
シ
リ
ン
グ
」（E

t pro j cathena ad suspendendum
 R

obertum
 de W

ereby ij s
（
（（
（.

）
を
請
求
し
た
。
翌
一
二
二
六
年
の
会
計
記
録
か
ら
、
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ロ
バ
ー
ト
捜
索
の
過
程
で
さ
ら
に
二
八
シ
リ
ン
グ
を
要
し
た
こ
と
、
ま
た
、
下
役
の
長
は
葡
萄
酒
業
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
呼
ば
れ
て
い
た
男

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

ロ
バ
ー
ト
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ザ
ビ
を
逮
捕
す
る
た
め
に
州
長
官
に
よ
っ
て
特
別
の
下
役
グ
ル
ー
プ
が
雇
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
人
物
が

決
し
て
普
通
の
犯
罪
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ザ
ビ
は
通
常
の
殺
人
犯
な
い
し
は
強

盗
犯
の
上
を
ゆ
く
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
を
「
吊
る
す
」
た
め
に
購
入
さ
れ
た
鎖
に
つ
い
て
の
言
及
か
ら
、
彼
が
実
際
に
裁
判
に
か
け

ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
彼
の
身
体
は
鎖
で
吊
る
さ
れ
、
見
せ
し
め
と
し
て
、
公
衆
の
面
前
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る（

（（
（

。

こ
う
し
て
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド･

ク
ル
ッ
ク
は
、
既
述
の
一
二
二
五
年
の
巡
回
裁
判
に
登
場
す
る
逃
亡
者
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ド
は
ヨ
ー
ク

シ
ャ
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
に
し
て
悪
人
の
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ヴ
・
ウ
ィ
ザ
ビ
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ク
ル
ッ

ク
み
ず
か
ら
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
史
料
的
制
約
も
あ
り
、
そ
れ
を
立
証
す
る
こ
と

は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
確
か
な
こ
と
は
、「
こ
の
二
人
の
男
が
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
同
じ
名
前
（
ロ
バ
ー
ト
）
を
も
ち
、
ひ
じ
ょ
う
に
広
大

な
同
じ
州
（
ヨ
ー
ク
シ
ャ
）
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
（
一
二
二
五
年
頃
）
法
に
抵
触
し
た（

（（
（

」（
カ
ッ
コ
内
、
筆
者
）
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

二
、
庶
子
封
建
制
と
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
・
ギ
ャ
ン
グ
」

ホ
ウ
ル
ト
の
唱
え
る
一
三
世
紀
起
源
説
に
対
し
て
、
一
四
世
紀
起
源
説
を
説
い
た
の
が
ジ
ョ
ン
・
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
で
あ
る
。『
武
勲
』
は

一
三
世
紀
と
い
う
よ
り
は
一
四
世
紀
初
期
の
テ
ー
マ
と
言
語
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
の
見
解
は
、
ホ
ウ
ル
ト
説
に
対
す
る

最
初
の
本
格
的
な
反
論
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
看
過
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
説
の
論
点
を
『
武
勲
』
の
内
容
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と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
整
理
し
て
お
こ
う
。

マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
は
『
武
勲
』
の
社
会
経
済
的
内
容
を
検
討
し
、『
武
勲
』
は
「
庶
子
封
建
制
の
言
葉
で
語
ら
れ
て
お
り
、
一
三
世
紀
と
い

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
一
四
世
紀
の
言
葉
で
あ
る（

（（
（

」
と
の
結
論
に
達
し
た
。
な
に
よ
り
も
、『
武
勲
』
に
描
か
れ
て
い
る
お
仕
着
せ
と
給
金
は

一
四
世
紀
初
期
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

事
実
、
お
仕
着
せ
と
給
金
に
つ
い
て
は
『
武
勲
』
の
な
か
で
は
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
武
勲
』
第
一
〇
七
連
で
は
、

土
地
を
召
し
上
げ
よ
う
と
す
る
修
道
院
長
を
前
に
、
助
け
を
求
め
る
騎
士
に
対
し
て
、
国
王
裁
判
官
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

　
「
わ
し
は
修
道
院
長
に
雇
わ
れ
の
身
」	

‘I am
 holde  w

ith the abbot,’ sayd 

　

と
裁
判
官	
 the iustyce,

　
「
衣
服
と
給
金
の
両
方
で
」	

‘B
oth  w

ith  cloth and fee’:

　
　
　
　
（
第
一
〇
七
連
）

こ
こ
に
は
国
王
の
主
席
裁
判
官
が
ヨ
ー
ク
の
聖
マ
リ
ア
修
道
院
の
院
長
に
「
衣
服
と
給
金
」
で
抱
え
込
ま
れ
て
い
る
様
子
が
如
実
に
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
悪
弊
は
一
二
三
〇
年
代
に
既
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
と
く
に
広
く
知
れ
渡
っ
た
の
は
一
四
世
紀
の
前
半
で
あ
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
第
一
五
〇
連
で
は
、
弓
の
試
合
で
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
の
腕
を
見
込
ん
だ
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
州
長
官
が
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ

ン
を
年
給
二
〇
マ
ル
ク
で
雇
お
う
と
申
し
出
て
い
る
。
こ
れ
も
一
四
世
紀
前
半
に
典
型
的
に
み
ら
れ
た
給
金
に
も
と
づ
く
抱
え
込
み
で
あ
る
。

『
武
勲
』
の
な
か
で
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
は
州
長
官
の
料
理
人
に
対
し
て
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
が
年
に
二
度
衣
服
を
新
調
さ
せ
、
二
〇
マ

ル
ク
の
給
金
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
即
ち
、

　
「
弓
の
腕
も
確
か
な
ら	

‘C
ow

dest thou shote as w
ell in a bow

e,

　

わ
し
と
緑
の
森
に
来
て	

 To grene w
ode thou shuldest w

ith m
e,

　

年
に
二
度　

お
前
の
服
を	

 A
nd tw

o tim
es in the yere thy clothinge
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新
調
さ
せ
て
は
ど
う
か
な	

 C
haunged shulde be ;

　
　
　
　
（
第
一
七
〇
連
）

　
「
毎
年
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
様
か
ら	

‘A
nd every yere of R

obyn H
ode

　

二
〇
マ
ル
ク
の
手
当
て
を
も
ら
え
る
ぞ
」	

 Tw
enty m

erke to thy fe.’

　
「
剣
を
お
さ
め
ろ
」
と
料
理
人	

‘Put up thy sw
erde,’ saide the coke,

　
「
仲
間
に
な
ろ
う
で
は
な
い
か
」	

‘A
nd felow

es w
oll w

e be.’

　
　
　
　
（
第
一
七
一
連
）

森
の
な
か
に
い
る
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
と
そ
の
一
味
は
緋
色
と
縞
の
お
揃
い
の
上
着
を
身
に
着
け
て
い
る
。

　

誰
も
が
緋
色
と
縞
の	

 A
nd  everych of them

 a good m
antell

　

上
等
な
マ
ン
ト
を
ま
と
い	

 O
f scarlet and of raye ;

　

善
良
な
ロ
ビ
ン
の
話
を	

 A
ll they cam

e to good R
obyn,

　

聞
き
に
来
た	

 To w
yte w

hat he w
olde say.

　
　
　
　
（
第
二
三
〇
連
）

ま
た
、
ロ
ビ
ン
み
ず
か
ら
王
と
そ
の
供
の
者
に
リ
ン
カ
ン
・
グ
リ
ー
ン
の
お
仕
着
せ
を
分
け
与
え
る
。

　

そ
こ
で
王
は
僧
衣
を
脱
ぎ
捨
て	

 T
he kynge kest of his cole then,

　

緑
の
衣
を
身
に
つ
け
た	

 A
 grene garm

ent he dyde on,

　

騎
士
も
皆　

す
ぐ
さ
ま	

 A
nd every knyght had so i w

ys.

　

緑
の
衣
を
身
に
つ
け
た	

 A
nother had full sone.

　
　
　
　
（
第
四
二
一
連
）
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リ
ン
カ
ン
・
グ
リ
ー
ン
の
衣
に
着
替
え
る
と	

 W
hen they w

ere clothed in Lyncolne grene,
　

か
れ
ら
は
灰
色
の
衣
を
脱
ぎ
す
て
た	

 T
hey keste aw

ay theyr graye,
　
「
さ
あ　

ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
に
出
発
だ
」	

‘N
ow

 w
e shall to N

otyngham
,’

　

わ
れ
ら
の
王
は
口
を
切
っ
た	

 A
ll thus our kynge gan say,

　
　
　
　
（
第
四
二
二
連
）

ロ
ビ
ン
は
王
の
宮
廷
に
い
る
間
に
、
か
れ
の
仲
間
や
騎
士
、
郷
士
の
た
め
に
過
分
な
金
銭
を
与
え
て
し
ま
う
。

　

ロ
ビ
ン
は
王
の
宮
廷
に	

 H
ad R

obyn dw
elled in the kynges courte

　

僅
か
一
二
と
三
ヶ
月
と
ど
ま
っ
た
が	
 B

ut tw
elve m

onethes and thre,

　

百
ポ
ン
ド
と
手
下
の
者
へ
の
給
金
も	

 T
hat he had spent an hondred pounde,

　

す
っ
か
り
使
い
果
た
し
て　

無
一
文	

 A
nd all his m

ennes fe.

　
　
　
　
（
第
四
三
三
連
）

　

ロ
ビ
ン
様　

ど
こ
へ
行
っ
て
も	

 In every place w
here R

obyn cam
e

　

騎
士
や
郷
士
の
た
め	

 E
ver m

ore he layde dow
ne,

　

金
を
使
っ
た
そ
の
せ
い
で	

 B
oth for knyghtes and for squyres,

　

か
れ
の
名
声　

高
ま
っ
た	

 To gete hym
 grete renow

ne.

　
　
　
　
（
第
四
三
四
連
）

こ
う
し
た
庶
子
封
建
制
に
特
徴
的
な
用
語
を
も
ち
い
た
引
用
は
、
一
四
世
紀
と
い
う
「
と
め
ど
な
い
お
仕
着
せ
の
世
紀（

（（
（

」
の
聴
衆
に
と
っ

て
は
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
聴
衆
よ
り
も
よ
り
一
層
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
は
主
張
す
る（

（（
（

。

ホ
ウ
ル
ト
が
一
三
世
紀
に
特
徴
的
な
も
の
だ
と
し
て
い
る
他
の
要
素
、
た
と
え
ば
騎
士
強
制
、
不
正
を
は
た
ら
く
州
長
官
、
フ
ォ
レ
ス
ト
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業
務
な
ど
も
、
同
じ
よ
う
に
一
四
世
紀
に
あ
て
は
ま
る
と
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
は
述
べ
、
次
の
よ
う
に
ホ
ウ
ル
ト
の
所
説
を
批
判
す
る
。

第
一
に
、『
武
勲
』
第
四
五
連
に
み
ら
れ
る
騎
士
強
制
へ
の
言
及
に
つ
い
て
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
が
騎
士
に
対
し
て
、
汝
は

「
無
理
や
り
騎
士
に
さ
れ
た
の
か
／
は
た
ま
た
ヨ
ー
マ
ン
出
身
の
騎
士
な
の
か
」
と
尋
ね
る
く
だ
り
で
あ
る
。
こ
の
文
言
か
ら
、
ロ
ビ
ン
伝

説
の
起
源
を
ヘ
ン
リ
三
世
な
い
し
は
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
時
代
に
想
定
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
騎
士
強
制
の
慣
行
は
リ
チ
ャ
ー
ド
二
世
治
世

（
一
三
七
七
～
九
九
）
初
期
ま
で
、
か
な
り
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。『
武
勲
』
に
み
ら
れ
る
騎
士
強
制
へ
の
言
及
は
、
一
三
世
紀
と
同

じ
よ
う
に
、
一
四
世
紀
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

第
二
に
、
初
期
の
バ
ラ
ッ
ド
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
お
い
て
、
州
長
官
は
悪
役
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
州
長
官
の
地
方
行
政
に
対

す
る
攻
撃
が
最
も
は
げ
し
か
っ
た
一
三
世
紀
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
主
張
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
州
長
官
が
嫌
わ
れ
て
い
た
の
は
、
な

に
も
一
三
世
紀
に
限
ら
な
か
っ
た
。
州
長
官
へ
の
反
感
は
中
世
全
体
を
通
じ
て
み
ら
れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

第
三
に
、
バ
ラ
ッ
ド
群
に
治
安
判
事
が
登
場
し
て
い
な
い
事
実
は
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
起
源
が
一
三
世
紀
に
あ
る
こ
と
を
裏
づ
け
る
も

の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
州
長
官
に
比
べ
れ
ば
、
治
安
判
事
は
一
四
世
紀
最
後
の
四
半
世
紀
ま
で
目
立
っ
た
存
在
で
は
な
か
っ

た
し
、
か
れ
ら
に
対
す
る
不
満
も
あ
ま
り
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
も
そ
も
一
四
世
紀
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
群
に
治

安
判
事
が
割
り
込
ん
で
く
る
の
を
期
待
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

最
後
に
、
バ
ラ
ッ
ド
に
み
ら
れ
る
フ
ォ
レ
ス
ト
の
重
要
性
は
、
必
ず
し
も
一
三
世
紀
起
源
説
を
支
持
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
、

一
三
〇
六
年
の
フ
ォ
レ
ス
ト
勅
令
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
譲
歩
が
な
さ
れ
て
以
降
、
フ
ォ
レ
ス
ト
は
前
世
紀
の
よ
う
に
主
要
な
政
治
問
題
と

は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ォ
レ
ス
ト
裁
判
権
の
圧
政
的
な
行
使
に
対
す
る
不
平
不
満
は
依
然
と
し
て
頻
発
し
て
い
た
し
、
フ
ォ
レ
ス

ト
巡
回
裁
判
も
継
続
さ
れ
て
お
り
、
地
元
民
に
と
っ
て
は
大
き
な
経
済
的
損
失
を
伴
っ
た
。
一
三
三
五
年
の
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・
フ
ォ
レ
ス
ト

の
巡
回
裁
判
は
、
罰
金
の
膨
大
な
リ
ス
ト
を
生
み
出
し
た
。
一
四
世
紀
の
バ
ラ
ッ
ド
群
が
そ
の
背
景
に
フ
ォ
レ
ス
ト
を
も
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
驚
く
に
は
値
し
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。
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こ
う
し
て
、
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
は
『
武
勲
』
そ
の
他
の
初
期
の
バ
ラ
ッ
ド
群
に
は
、
確
信
を
も
っ
て
そ
の
起
源
を
一
三
世
紀
に
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
要
素
は
な
に
も
な
い
と
し
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
の
誕
生
時
期
を
一
四
世
紀
初
期
と
み
て
い
る（

（（
（

。

『
武
勲
』
に
登
場
す
る
三
人
の
主
要
人
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
お
の
お
の
に
該
当
す
る
実
在
の
人
物
を
同
定
し
、
一
四
世
紀
初
期
に
金
貸

し
を
お
こ
な
っ
て
い
た
強
欲
な
聖
マ
リ
ア
修
道
院
長
ト
マ
ス
・
ド
・
マ
ル
ト
ン
、
修
道
院
長
に
抱
え
込
ま
れ
、
職
権
濫
用
で
評
判
の
悪
か
っ

た
国
王
の
主
席
裁
判
官
ジ
ェ
フ
リ
・
ル
・
ス
ク
ル
ー
プ
、
そ
れ
に
犯
罪
者
と
し
て
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
宣
告
を
も
受
け
た
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
州

長
官
ジ
ョ
ン
・
ド
・
オ
ク
セ
ン
フ
ォ
ド
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
す
べ
て
一
三
三
〇
年
代
に
活
躍
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

ま
た
、
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
は
フ
ォ
ル
ヴ
ィ
ル
家
と
コ
ウ
テ
レ
ル
家
と
い
う
い
わ
ゆ
る
二
大
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
・
ギ
ャ
ン
グ
」
に
も
注
目
す
る
。

こ
れ
ら
の
ギ
ャ
ン
グ
が
悪
事
を
は
た
ら
い
て
い
た
絶
頂
期
も
、
一
三
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
時
期
な
の
で
あ
る
。

か
れ
ら
の
行
動
は
民
衆
の
共
感
を
呼
び
、
と
り
わ
け
フ
ォ
ル
ヴ
ィ
ル
家
は
民
衆
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
と
そ
の
一
味
に
類

似
し
た
存
在
で
あ
る
と
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
は
み
る（

（（
（

。

さ
ら
に
、『
武
勲
』
は
抵
抗
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
に
う
ま
く
当
て
は
ま
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
一
三
三
八
～
九
年
の
「
国
王
の
税
に
反
対

す
る
歌
」The‘  Song against the K

ing’s Taxes’

は
暴
利
を
む
さ
ぼ
る
税
の
徴
収
人
に
対
す
る
不
満
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
国
王
の
食
糧

徴
発
官
と
ベ
イ
リ
フ
を
公
然
と
非
難
し
て
い
る
「
農
民
の
歌
」The‘ Song of the H

usbandm
an’

も
同
時
期
、
す
な
わ
ち
一
四
世
紀
前
半
に

書
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
バ
ラ
ッ
ド
群
は
圧
政
的
な
状
況
の
下
、
犯
罪
と
無
秩

序
が
横
行
し
た
一
三
三
〇
年
代
に
誕
生
し
た
と
推
察
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
と
同
様
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
起
源
を
一
四
世
紀
に
み
る
の
は
、
ジ
ョ
ン
・
ベ
ラ
ミ
で
あ
る
。
ベ
ラ
ミ
は
、
ロ
ビ
ン
は

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
出
自
で
、
王
侯
貴
族
に
仕
え
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
し
、『
武
勲
』
に
登
場
す
る
「
我
ら
が
み
め
よ
い
国
王
」（our 

com
ly kynge

）
は
エ
ド
ワ
ー
ド
二
世
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ラ
ミ
は
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
が
同
定
し
た
州
長
官
や
聖
マ
リ

ア
修
道
院
、
主
席
裁
判
官
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
説
得
力
に
欠
け
る
と
し
て
批
判
的
で
あ
る（

（（
（

。
ま
た
、
コ
ウ
テ
レ
ル
家
、
フ
ォ
ル
ヴ
ィ
ル
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家
、
あ
る
い
は
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
家
と
い
っ
た
盗
賊
団
の
中
核
を
形
成
し
て
い
た
の
は
農
民
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
一
段
上
の
階
級
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
時
の
盗
賊
団
は
民
衆
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
は
な
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
述
べ（

（（
（

、
こ
の
点
で
も
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
と
は
見
解
を

異
に
し
て
い
る
。

中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
文
化
的
波
及
の
諸
相
に
つ
い
て
考
察
し
た
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ス
は
、『
武
勲
』
が
描
き
出
そ
う
と
し
た
理
想

的
な
世
界
は
、
一
三
八
一
年
に
マ
イ
ル･

エ
ン
ド
や
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
農
民
た
ち
が
構
想
し
た
世
界
と
さ
ほ
ど
か
け
離
れ
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
腐
敗
し
た
行
政
官
や
聖
職
者
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
な
民
の
国
家
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
だ
れ
も
が
森

の
獣
や
水
鳥
た
ち
に
自
由
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
的
地
位
の
差
異
も
あ
ま
り
な
く
、
国
王
は
人
び
と
の
自
由
を
危
う
く
さ
せ
な
い

限
り
に
お
い
て
、
主
君
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ス
は
、『
武
勲
』
は
一
四
世
紀
後
期
の
社
会
的
危
機
を
内
包
し
て
い
る
と
し
て
、
あ

る
種
の
政
治
的
抵
抗
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
人
び
と
を
聴
衆
と
し
て
想
定
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
ヒ
ル
ト
ン
説
の
見
直
し
と

い
っ
て
よ
い（

（（
（

。

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
宮
仕
え
を
す
る
際
、
重
要
な
条
件
を
付
し
て
い
る
。
即
ち
、

　
「
し
か
し
宮
仕
え
が
い
や
に
な
っ
た
そ
の
時
は	

‘B
ut m

e lyke w
ell your servyse,

　

直
ち
に
こ
こ
に
舞
い
戻
り	

 I w
yll com

e agayne full soone,

　

茶
色
の
鹿
を
弓
で
射
な
が
ら	

 A
nd shorte at the donne dere,

　

こ
れ
ま
で
通
り
に
暮
ら
し
ま
す
」	

 A
s I am

 w
onte to done.’

　
　
　
　
（
第
四
一
七
連
）

コ
リ
ン
・
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
自
立
し
た
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
自
分
以
外
の
だ
れ
に
も
従
属
す
る
こ
と
が
な
い
。
右

に
挙
げ
た
『
武
勲
』
第
四
一
七
連
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ロ
ビ
ン
に
と
っ
て
は
宮
仕
え
さ
え
も
、
森
の
自
由
に
と
っ
て
代
わ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
ま
こ
と
に
、
ロ
ビ
ン
に
と
っ
て
の
森
は
、
自
分
自
身
の
あ
る
べ
き
本
来
の
姿
、
即
ち
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を



ロビン･フッド研究の一動向（13）

確
認
す
る
場
な
の
で
あ
る
。

三
、一
四
世
紀
の
犯
罪
と
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説

前
述
し
た
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
や
ベ
ラ
ミ
と
は
異
な
る
問
題
視
角
か
ら
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
に
切
り
込
ん
だ
の
が
バ
ー
バ
ラ
・
ハ
ナ
ワ
ル
ト

で
あ
る
。
ハ
ナ
ワ
ル
ト
は
一
四
世
紀
初
期
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
群
と
一
四
世
紀
に
お
け
る
三
つ
の
州
（
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
、
ノ
ー

サ
ム
プ
ト
ン
シ
ャ
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
）
の
未
決
囚
釈
放
巡
回
裁
判
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
犯
罪
記
録
を
比
較
し
な
が
ら
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・

バ
ラ
ッ
ド
群
を
当
時
の
社
会
的
文
脈
の
な
か
で
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
論
点
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

第
一
に
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
バ
ラ
ッ
ド
で
は
、
中
心
的
な
登
場
人
物
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
、
粉
屋
の
マ
ッ
チ
、
そ

れ
に
ウ
ィ
ル
・
ス
カ
ロ
ッ
ク
で
、
か
れ
ら
が
盗
賊
団
の
中
核
を
形
成
し
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
と
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
の

二
人
き
り
で
出
発
す
る
が
、
実
際
の
強
盗
も
少
人
数
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
追
い
剥
ぎ
が
で
き
る
ほ
ど
の
柔
軟
性
が
あ
っ
た
。
裁
判
記
録

の
な
か
で
圧
倒
的
に
多
い
の
が
二
名
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ
で
（
四
一
％
）、
次
い
で
三
名
（
二
二
％
）、
そ
し
て
四
名
の
集
団
（
一
二
％
）
で

あ
っ
た（

（（
（

。

第
二
に
、
ロ
ビ
ン
は
よ
り
大
き
な
集
団
を
必
要
と
し
た
時
に
は
、
角
笛
を
吹
い
て
、
緑
の
森
か
ら
一
四
〇
名
の
手
下
を
招
集
す
る
こ
と
が

で
き
た
（
第
三
八
九
連
）。
実
際
の
強
盗
団
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
五
名
か
ら
二
〇
名
な
い
し
は
そ
れ
以
上
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
た
（
強
盗
団
の
二
五
％
）。
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
武
装
し
た
盗
賊
団
が
市
場
を
略
奪
・
接
収
す
る
と
な
る
と
、
小
規
模
な
軍
隊
な
み
の
集
団

が
必
要
と
さ
れ
た（

（（
（

。

第
三
に
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
バ
ラ
ッ
ド
で
は
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
と
そ
の
陽
気
な
男
た
ち
（R

obin H
ood and his m

erry m
en

）
と
う
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た
わ
れ
て
お
り
、
女
性
は
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
親
族
や
聖
職
者
も
し
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
強
盗
に
は
女
性
、
親
族
、

聖
職
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
未
決
囚
釈
放
巡
回
裁
判
諸
記
録
で
は
強
盗
団
の
一
二
％
で
女
性
が
審
理
さ
れ
て
い
る
が
、
強
盗
団
の
メ
ン
バ
ー

の
な
か
で
女
性
の
占
め
る
割
合
は
わ
ず
か
五
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
全
強
盗
団
の
う
ち
二
一
％
に
親
族
が
含
ま

れ
て
い
た
。
聖
職
者
は
全
強
盗
団
の
一
三
％
に
認
め
ら
れ
、
構
成
メ
ン
バ
ー
の
七
％
を
占
め
て
い
た
。
暴
力
的
な
犯
罪
に
お
い
て
聖
職
者
の

関
与
す
る
割
合
が
高
い
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
い
わ
ゆ
る
「
聖
職
者
特
権
」
に
よ
っ
て
絞
首
刑
を
免
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る（

（（
（

。

第
四
に
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
集
団
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
の
は
、
抜
き
ん
で
た
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
で
あ
っ
た
。
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
最
強

で
あ
っ
た
た
め
か
、
一
番
の
射
手
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
あ
る
い
は
生
来
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
か
、
も
し
く
は
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
社
会
的

地
位
が
一
番
高
か
っ
た
た
め
か
、
と
も
か
く
尊
敬
を
あ
つ
め
て
い
た
。
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
群
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
必
要
な
ロ

ビ
ン
の
資
格
に
つ
い
て
、
明
確
な
こ
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
唯
一
の
手
が
か
り
は
数
多
く
み
ら
れ
る
弓
の
試
合
で
あ
る
。
実
際
の
強
盗
は
伝

統
的
な
社
会
的
階
梯
組
織
に
敬
意
を
払
い
、
騎
士
が
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
い
れ
ば
、
そ
の
者
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
。
家
族
が
強
盗
の
中
核

を
形
成
し
て
い
る
場
合
は
、
父
親
か
長
男
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た（

（（
（

。

第
五
に
、
実
際
の
強
盗
団
の
首
領
は
、
バ
ラ
ッ
ド
に
み
る
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
と
よ
く
似
た
地
位
に
あ
っ
た
し
、
組
織
の
構
造
も
バ
ラ
ッ
ド

に
描
か
れ
て
い
る
ロ
ビ
ン
一
味
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
。
ロ
ビ
ン
の
手
下
は
、
ロ
ビ
ン
を
「
お
頭か

し
ら」

と
呼
び
、
ロ
ビ
ン
は
職
務
の
一
部
を

腹
心
の
部
下
で
あ
る
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
、
粉
屋
の
マ
ッ
チ
、
そ
れ
に
ウ
ィ
ル
・
ス
カ
ロ
ッ
ク
に
任
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
組
織
の
上
下
関
係

は
、
実
際
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
集
団
を
反
映
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ロ
ビ
ン
と
そ
の
一
味
は
軍
隊
組
織
に
似
か
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
組
織
の
な
か
で
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
は
副
指
揮
官
の
地
位
に
あ
っ
た（

（（
（

。

さ
ら
に
、
バ
ラ
ッ
ド
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
集
団
も
実
際
の
強
盗
も
と
も
に
、
王
や
貴
族
の
家
中
を
模
倣
し
て
お
り
、
揃
い
の
お
仕
着
せ
を
着
用

し
て
い
た
。
貴
族
の
家
臣
た
ち
と
同
様
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
一
味
は
全
員
が
リ
ン
カ
ン
・
グ
リ
ー
ン
の
お
仕
着
せ
を
身
に
着
け
て
い
た
。
王
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も
ロ
ビ
ン
の
お
仕
着
せ
に
身
を
包
ん
だ
こ
と
は
、
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
ロ
ビ
ン
は
手
下
か
ら
尊
敬
を
あ
つ
め
て
い
た
が
、
王
の
目
に
は

そ
れ
が
う
ら
や
ま
し
く
す
ら
映
っ
た
（
第
三
九
一
連
）。
実
際
の
強
盗
は
貴
族
の
家
中
で
し
ば
し
ば
殺
し
屋
と
し
て
雇
わ
れ
た
の
で
、
上
下

関
係
に
は
よ
く
な
じ
ん
で
い
た（

（（
（

。

バ
ラ
ッ
ド
の
盗
賊
と
実
際
の
強
盗
と
の
も
っ
と
も
大
き
な
違
い
は
被
害
者
の
選
択
に
あ
っ
た
。『
武
勲
』
の
冒
頭
部
分
の
有
名
な
箇
所
で
、

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
危
害
を
加
え
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
を
区
別
し
て
い
る
。
農
夫
、
ヨ
ー
マ
ン
、
善
良
な
騎
士
、
郷
士
に
は
手
は
出
さ
ず

（
第
一
三
～
一
四
連
）、
司
教
や
大
司
教
、
そ
れ
に
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
悪
代
官
が
攻
撃
の
的
に
な
っ
て
い
る
（
第
一
五
連
）。
ま
た
、
ロ
ビ

ン
は
婦
人
に
は
危
害
を
加
え
な
か
っ
た
（
第
一
〇
連（

（（
（

）。

し
か
し
、
実
際
の
犯
罪
で
は
、
農
民
、
商
人
、
役
人
、
聖
職
者
は
も
と
よ
り
、
村
の
職
工
や
牧
羊
夫
、
婦
人
も
子
供
も
犠
牲
に
な
っ
た
。

婦
人
や
子
供
が
犠
牲
に
な
っ
た
の
は
、
家
に
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
ハ
ナ
ワ
ル
ト
は
推
測
し
て
い
る
。
基
本
的
に
、
実
際

の
強
盗
は
誰
と
は
い
わ
ず
標
的
に
し
、
盗
み
を
は
た
ら
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

盗
品
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ロ
ビ
ン
と
そ
の
一
味
は
、
金
銭
以
外
で
は
、
た
と
え
ば
立
派
な
馬
、
貴
重
な
皿
、
衣
類
と
い
っ
た
高
価
な
物
品

に
限
定
し
て
盗
み
を
は
た
ら
い
た
。
一
方
、
実
際
の
強
盗
も
高
価
な
品
物
を
盗
ん
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
日
用
品
や
衣
類
、
食
料
、

料
理
道
具
と
い
っ
た
ご
く
普
通
の
日
常
生
活
に
必
要
な
物
も
盗
ん
だ
。
ま
た
、
実
際
の
強
盗
は
農
民
ば
か
り
で
な
く
、
貴
族
、
聖
職
者
か
ら

も
物
品
を
強
奪
し
た
。
民
衆
は
バ
タ
ー
や
パ
ン
と
い
っ
た
日
常
必
需
品
を
も
っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
強
盗
に
と
っ
て
は
よ
り
好
ま
し
い
標
的

と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

一
四
世
紀
に
実
在
し
た
強
盗
と
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
群
に
み
ら
れ
る
そ
れ
と
の
間
に
は
相
違
点
も
認
め
ら
れ
る
が
、
ハ
ナ
ワ
ル

ト
女
史
は
「
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
実
際
の
強
盗
団
は
構
成
員
、
報
酬
、
強
盗
の
手
口
の
点
で
、
バ
ラ
ッ
ド
の
盗
賊
団
に
酷
似
し
て
い
る（

（（
（

」

と
結
論
づ
け
て
い
る
。

ロ
ビ
ン
一
味
が
ア
ウ
ト
ロ
ー
集
団
で
あ
る
こ
と
、
当
該
集
団
が
位
階
制
的
な
社
会
構
造
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
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伝
説
が
中
世
後
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
の
組
織
化
さ
れ
た
強
盗
団
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
バ
ー
バ
ラ
・
ハ
ナ
ワ
ル

ト
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
の
歴
史
的
起
源
を
一
四
世
紀
に
み
て
い
る
。

四
、
弓
術
と
長
弓

『
武
勲
』
で
は
、
長
弓
を
用
い
た
弓
術
が
随
所
に
登
場
す
る
。

長
弓
が
最
初
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
第
三
節
で
、
レ
イ
ノ
ル
ド
・
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
（
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
の
変
名
）
が
弓
の
試
合
に
出

場
し
、
州
長
官
（
代
官
）
が
そ
の
腕
を
見
込
ん
で
、
自
分
の
家
来
に
な
ら
な
い
か
と
誘
う
場
面
で
あ
る
（
第
一
四
五
～
一
五
〇
連（

（（
（

）。

　

う
ら
ら
か
な
あ
る
日
の
こ
と	

 It w
as upon a m

ery day

　

若
者
ら
は
弓
の
試
合
を
思
い
た
つ	

 T
hat yonge m

en w
olde go shete;

　

リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン　

す
ぐ
に
弓
を
取
り	

 Lytell Johnn fet his bow
e anone,

　

相
手
に
な
ろ
う
と
申
し
出
た	

 A
nd sayde he w

olde them
 m

ete.

　
　
　
　
（
第
一
四
五
連
）

　

三
度
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
は
矢
を
放
ち	

 T
hre tym

es L
itell Johnn shet aboute,

　

毎
回
的
の
小
枝
に
当
て
、
縦
に
裂
く	

 A
nd alw

ey he slet the w
ande,

　

高
慢
な
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
代
官
が	

 T
he proude sherif of N

otingham

　

的
の
そ
ば
に
立
っ
て
い
た	

 B
y the m

arkes can stande.

　
　
　
　
（
第
一
四
六
連
）
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代
官
は
か
た
く
誓
っ
て
こ
う
言
っ
た	

 T
he sherif sw

ore a full greate othe,
　
「
十
字
架
で
死
ん
だ
御
仁
に
か
け
て	

‘B
y hym

 that dyede on a tre,
　

こ
の
男　

わ
し
が
今
ま
で
見
た
中
で	

 T
his m

an is the best arschere

　

一
番
の
腕
の
立
つ
射
手
だ	

 T
hat ever yet sa w

e.

　
　
　
　
（
第
一
四
七
連
）

　
「
な
ぁ
、
レ
イ
ノ
ル
ド
・
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ	

‘Sey m
e, R

eynaud G
renelefe,

　

わ
し
と
一
緒
に
暮
ら
す
気
は
な
い
か	

 W
olde thou dw

ell w
ith m

e?

　

そ
し
た
ら　

毎
年
二
〇
マ
ル
ク
を	
 A

nd every yere I w
oll the gyve

　

お
前
に
手
当
と
し
て
や
る
ぞ
」	

 Tw
enty m

arke to thy fee.’

　
　
　
　
（
第
一
五
〇
連
）

既
述
の
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
給
金
に
よ
る
抱
え
込
み
が
明
瞭
に
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、『
武
勲
』
第
五
節
で
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
を
捕
ま
え
よ
う
と
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
州
長
官
が
弓
試
合
を
企
画
・
開
催
す
る
（
第

二
八
二
～
二
八
五
連
）。
そ
の
試
合
に
ロ
ビ
ン
と
そ
の
一
味
も
参
加
し
、
勝
利
を
収
め
る
（
第
二
八
九
～
二
九
五
連
）。
賞
品
は
立
派
な
弓
矢

で
、
一
番
の
腕
き
き
で
あ
る
ロ
ビ
ン
に
贈
ら
れ
る
（
第
二
九
四
～
二
九
五
連（

（（
（

）。

　

か
れ
ら
が
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
に
来
た
時
に	

 W
hen they cam

e to N
otyngham

,

　

的
は
は
る
か
遠
く
に
あ
っ
た	

 T
he buttes w

ere fayre and longe ;

　

ほ
と
ん
ど
が
頑
丈
な
弓
を
引
く	

 M
any w

as the bold archere

　

大
胆
不
敵
な
射
手
ば
か
り	

 T
hat shoted w

ith bow
es stronge.

　
　
　
　
（
第
二
八
九
連
）
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四
人
目
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
が
弓
を
引
く	

 T
he fourth outlaw

e his bow
e gan bende.
　

そ
れ
が
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
御
当
人	

 A
nd that w

as R
obyn H

ode,
　

そ
れ
を
的
の
側
に
立
っ
て
い
た	

 A
nd that behelde the proud sheryfe,

　

尊
大
な
代
官
が
じ
っ
と
見
て
い
た	

 A
ll by the but he stode.

　
　
　
　
（
第
二
九
一
連
）

　

か
れ
ら
が
弓
を
射
っ
た
時	

 W
hen they had shot aboute,

　

立
派
で
善
良
な
射
手
の
う
ち	

 T
hese archours fayre and good,

　

い
つ
も
一
番
の
腕
き
き
は	
 E

verm
ore w

as the best,

　

や
は
り
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
そ
の
人
だ
っ
た	

 For soth, R
obyn H

ode.

　
　
　
　
（
第
二
九
四
連
）

　

ロ
ビ
ン
に
立
派
な
弓
矢
が
手
渡
さ
れ
た	

 H
ym

 w
as delyvered the good arow

e,

　

一
番
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
か
ら	

 For best w
orthy w

as he ;

　

う
や
う
や
し
く
贈
り
物
を
受
け
取
っ
て	

 H
e toke the yeft so curteysly,

　

か
れ
は
緑
の
森
へ
と
行
き
か
け
た	

 To grene w
ode w

olde he.

　
　
　
　
（
第
二
九
五
連
）

『
武
勲
』
第
四
〇
二
～
四
〇
三
連
で
は
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
、
ウ
ィ
ル
・
ス
カ
ロ
ッ
ク
、
そ
れ
に
国
王
が
参
加
す
る

弓
試
合
が
描
か
れ
て
い
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
試
合
で
は
、
ロ
ビ
ン
は
「
指
三
本
か
そ
れ
以
上
」（
第
四
〇
三
連
）
花
輪
の
的
を
は

ず
し
て
し
ま
う
。
修
道
士
に
変
装
し
た
国
王
は
ロ
ビ
ン
に
罰
と
し
て
一
撃
を
く
ら
わ
せ
（
第
四
〇
八
連
）、
そ
れ
が
も
と
で
ロ
ビ
ン
は
修
道

士
の
正
体
が
国
王
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
（
第
四
一
〇
～
四
一
一
連
）。
そ
の
後
、
国
王
か
ら
赦
し
を
得
た
ロ
ビ
ン
と
そ
の
一
味
は
宮
廷
に
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招
か
れ
、
宮
仕
え
を
す
る
こ
と
に
な
る
（
第
四
一
三
～
四
一
六
連（

（（
（

）。

『
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
と
陶
工
』R

obin H
ood and the P

otter 

で
は
、
弓
試
合
は
バ
ラ
ッ
ド
の
中
心
的
な
で
き
ご
と
に
な
っ
て
い
る
の
み
な

ら
ず
、
も
っ
と
も
重
要
な
象
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
バ
ラ
ッ
ド
で
は
、
陶
工
に
変
装
し
た
ロ
ビ
ン
が
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
州
長
官
の
手

下
二
人
と
弓
の
試
合
を
お
こ
な
い
、
勝
利
し
て
四
〇
シ
リ
ン
グ
の
賞
金
を
勝
ち
取
る
（
第
四
二
～
五
四
連（

（（
（

）。

　

矢
筒
の
と
こ
ろ
に
ロ
ビ
ン
は
行
っ
て	

 To a quequer R
obin w

ent,

　

立
派
な
矢
を
一
本
取
っ
た	

 A
 god bolt ow

the he toke ;

　

そ
こ
で
的
の
近
く
に
進
み	

 So ney on to the m
arke he w

ent,

　

一
フ
ィ
ー
ト
も
は
ず
さ
な
か
っ
た	
 H

e ffayled not a fothe.

　
　
　
　
（
第
五
一
連
）

　

代
官
の
手
下
も
ロ
ビ
ン
も	

 A
ll they schot abow

the agen,

　

み
な　

ま
た
順
繰
り
に
射
っ
た	

 T
he screffes m

en and he ;

　

ロ
ビ
ン
は
的
を
は
ず
さ
ず	

 O
ff the m

arke he w
elde not ffayle,

　

的
は
三
つ
に
飛
び
散
っ
た	

 H
e cleffed the preke on thre.

　
　
　
　
（
第
五
二
連
）

ロ
ビ
ン
は
弓
の
試
合
に
お
い
て
、
す
ぐ
れ
た
射
手
と
し
て
自
身
の
武
勇
を
披
露
し
て
い
る
。
弓
の
試
合
は
州
長
官
を
か
つ
ぐ
契
機
と
し
て

設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
秩
序
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

ケ
リ
・
ド
ゥ
フ
リ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
弓
の
試
合
は
農
民
の
ゲ
ー
ム
で
は
な
い
。
農
民
に
は
こ
の
種
の
余
暇
活
動
に
費
や
す
時

間
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
技
能
も
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
農
民
が
弓
を
使
う
の
は
お
も
に
狩
猟
の
た
め
で
あ
っ
た（

（（
（

。

長
弓
が
上
流
階
級
や
ヨ
ー
マ
ン
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
四
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が（

（（
（

、
こ
の
点



（20）

は
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ホ
ウ
ル
ト
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
の
起
源
を
確
定
す
る
に
あ
た
り
、
弓
術
は
重
要
な
指
針
と
は
な
ら
な

い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
ド
ゥ
フ
リ
ー
ス
は
、
初
期
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
に
関
し
て
い
え
ば
、
ヨ
ー
マ
ン
で
あ
る
弓
の

射
手
に
よ
っ
て
長
弓
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
起
源
を
一
四
世
紀
も
し
く
は
一
五
世
紀
初
期
と
推
定
し
て
い
る（

（（
（

。

こ
れ
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー･

エ
イ
ト
ン
の
研
究
で
あ
る
。
エ
イ
ト
ン
は
、
一
三
三
八
年
一
一
月
二
一
日
、
ワ

イ
ト
島
の
守
備
隊
に
加
わ
っ
た
四
三
名
の
弓
の
射
手
の
給
与
支
払
い
名
簿
の
な
か
に
「
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
」（‘R

obyn H
ood’

）
の
名
前
を

発
見
し
た
。
こ
の
「
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
」
の
歴
史
的
重
要
性
に
つ
い
て
、
エ
イ
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

一
三
世
紀
お
よ
び
一
四
世
紀
の
諸
記
録
に
み
ら
れ
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
、
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
てR

obin H
ood 

と

は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、R

obert H
ood

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
考
慮
す
る
と
、
一
三
三
八
～
九
年
に
ワ
イ
ト
島
守
備
隊
の
弓
の
射

手
の
な
か
に
緑
林
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
名
前
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る（

（（
（

。
パ
イ
プ
・
ロ
ウ
ル
ズ
に
「
逃
亡
者
」fugitivus

と
記

さ
れ
て
い
る
人
物
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
候
補
者
で
あ
る
と
い
う
ホ
ウ
ル
ト
の
主
張
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ク
ル
ッ
ク
博
士
に
よ
っ
て
一
層
強
化
さ
れ
た
。

し
か
し
、
複
数
存
在
す
るR

obert H
oods

の
う
ち
、
ど
の
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ド
が
か
の
有
名
な
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
結
び
つ
く
の
か
、
決
定

的
な
証
拠
は
ま
っ
た
く
な
い
。
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ド
と
い
う
名
前
は
、
あ
ま
り
に
も
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
確
信
を
も
っ
て

緑
林
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ラ
テ
ン
語
の
文
書
で
は
決
し
て
一
般
的
で
は
な
い

R
obin H

ood

の
名
を
も
っ
た
ワ
イ
ト
島
の
弓
の
射
手
は
、
伝
説
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
結
び
つ
い
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
エ
イ
ト
ン
は
推
察

す
る（

（（
（

。
ま
た
、
ホ
ウ
ル
ト
が
言
う
よ
う
に
、
弓
兵
が
一
三
世
紀
の
戦
争
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
国

王
軍
隊
に
お
い
て
定
期
的
に
大
勢
の
弓
兵
が
雇
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
一
三
世
紀
末
の
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
治
世
期
（
一
二
七
二
～

一
三
〇
七
）
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
一
団
と
な
っ
た
弓
隊
が
綿
密
に
計
画
さ
れ
た
戦
術
上
の
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る
の
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は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
治
世
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
で
対
外
戦

争
を
お
こ
な
っ
た
時
期
は
、
弓
兵
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
軍
隊
組
織
の
な
か
で
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。「
ロ
ビ
ン
・

フ
ッ
ド
」
と
呼
ば
れ
る
弓
の
射
手
が
兵
員
記
録
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
弓
術
が
一
三
四
〇
年
頃
に
は
す
で
に
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝

説
の
注
目
す
べ
き
特
徴
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
瞭
に
物
語
っ
て
い
る（

（（
（

。

百
年
戦
争
で
戦
っ
た
騎
馬
の
弓
兵
は
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
治
世
期
の
弓
者
よ
り
も
装
備
も
俸
給
も
良
く
、
軍
事
的
に
も
有
効
性
を
発
揮
し
た
。

こ
れ
ら
の
弓
兵
は
比
較
的
裕
福
な
社
会
的
出
自
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
か
れ
ら
の
多
く
が
ヨ
ー
マ
ン
の
家
柄
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
さ
に
「
よ
き
ヨ
ー
マ
ン
」
の
た
ぐ
い
で
、
エ
イ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
で
称
賛
さ
れ
て
お
り
、
バ
ラ
ッ
ド

の
聴
衆
を
構
成
し
た
の
は
こ
う
し
た
ヨ
ー
マ
ン
な
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。

一
三
三
八
～
三
九
年
に
守
備
隊
と
し
て
ワ
イ
ト
島
に
駐
屯
し
て
い
た
「
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
」
は
、
弓
の
射
手
と
し
て
軍
務
に
つ
き
、
戦
争

が
中
断
し
た
と
き
に
緑
の
森
に
暮
ら
し
、
あ
ら
た
に
軍
務
の
機
会
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
再
び
軍
務
に
戻
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
男
で
は
な

か
っ
た
か
、
と
エ
イ
ト
ン
は
推
測
す
る（

（（
（

。

さ
ら
に
エ
イ
ト
ン
は
犯
罪
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
退
役
軍
人
と
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
一
味
の
生
活
様
式
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
注

目
す
る
。
ロ
ビ
ン
は
明
ら
か
に
み
ず
か
ら
す
す
ん
で
一
般
社
会
の
外
で
暮
ら
し
て
い
る
。
ロ
ビ
ン
と
そ
の
仲
間
た
ち
は
、
結
婚
し
て
お
ら
ず
、

緊
密
な
家
族
の
絆
も
な
い
。
ま
た
、
財
産
も
所
有
し
て
い
な
い
。
か
れ
ら
は
不
屈
の
精
神
を
持
ち
、
野
外
生
活
に
も
慣
れ
て
い
た
。
初
期
の

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
群
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
退
役
軍
人
た
ち
の
独
特
な
生
活
様
式
な
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
ロ
ビ

ン
一
味
は
王
侯
貴
族
の
家
中
で
常
勤
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
。
騎
士
の
従
者
と
し
て
短
期
契
約
で
軍
務
に
つ
い
て
い

た
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
述
べ
、
こ
の
点
で
も
エ
イ
ト
ン
は
退
役
軍
人
と
ロ
ビ
ン
一
味
の

生
活
様
式
の
類
似
性
を
強
調
す
る（

（（
（

。

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
群
に
は
、
中
世
後
期
の
長
期
に
わ
た
る
戦
争
経
験
が
色
濃
く
影
を
落
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
特
徴
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づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
帰
還
兵
の
大
量
流
入
に
よ
っ
て
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
共
同
体
そ
の
も
の
の
性
格
が
変
化
し
た
。
帰
還

兵
の
多
彩
な
活
動
が
、
一
般
人
の
抱
く
ア
ウ
ト
ロ
ー
集
団
の
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
と
そ
の
仲
間
た
ち
は

物
語
の
な
か
で
退
役
軍
人
の
よ
う
に
外
見
を
装
い
、
退
役
軍
人
の
よ
う
な
行
動
を
と
り
は
じ
め
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

活
動
的
な
軍
隊
生
活
に
慣
れ
て
い
た
者
に
と
っ
て
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
物
語
は
実
に
面
白
い
娯
楽
を
提
供
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

軍
人
た
ち
は
「
よ
き
ヨ
ー
マ
ン
」
を
擁
護
し
、
弓
術
の
技
能
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
物
語
に
容
易
に
共
感
を
覚
え
た
に
ち
が
い
な
い（

（（
（

。
こ
の
よ

う
に
述
べ
て
、
エ
イ
ト
ン
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
の
も
つ
軍
事
的
側
面
を
重
視
し
て
い
る
。

実
在
し
た
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
多
く
が
実
際
に
百
年
戦
争
を
経
験
し
て
い
た
事
実
を
考
慮
す
る
と（

（（
（

、
対
外
戦
争
が
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
の
形

成
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
重
視
す
る
エ
イ
ト
ン
の
見
解
は
示
唆
に
富
む
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
や
弓
の
問
題
に
つ
い
て
、

ホ
ウ
ル
ト
や
ク
ル
ッ
ク
の
説
を
批
判
的
に
検
証
し
て
い
る
点
も
見
逃
が
せ
な
い
。

五
、
ギ
ル
ド
と
都
市
民

近
年
、『
武
勲
』
で
は
土
地
の
利
害
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
と
の
批
評
も
あ
る
な
か
で（

（（
（

、
こ
れ
ま
で
の
農
村
社

会
を
背
景
に
し
た
見
方
と
は
異
な
り
、
都
市
を
背
景
と
し
て
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
を
読
み
解
く
の
が
ト
マ
ス
・
オ
ル
グ
レ
ン
で
あ

る
。オ

ル
グ
レ
ン
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
を
都
市
の
文
脈
で
と
ら
え
な
お
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
タ
ー
デ
ィ
フ
や（

（（
（

、
一
四
世
紀
及
び

一
五
世
紀
に
お
い
て
冒
険
の
騎
士
的
理
念
が
商
人
的
理
念
へ
と
変
化
し
た
と
す
る
マ
イ
ケ
ル
・
ナ
ー
リ
ッ
チ
の
研
究（

（（
（

に
よ
り
な
が
ら
、
ロ
ビ

ン
・
フ
ッ
ド
の
商
人
的
性
格
を
強
調
す
る
。『
武
勲
』
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
一
五
世
紀
半
ば
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
時
代
は
約
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一
世
紀
前
の
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
治
世
で
、
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
一
三
三
〇
年
代
お
よ
び
一
三
四
〇
年
代
で
あ
る
と
み
る（

（（
（

。
オ
ル
グ
レ
ン

に
よ
れ
ば
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
の
「
生
産
者
に
し
て
消
費
者
」
は
都
市
の
商
人
階
級
な
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
マ
ン
に
属
す
る
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
騎
士
の
行
動
や
立
ち
居
振
る
舞
い
を
模
倣
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
既
述
の
よ
う
に
、
ロ
ビ
ン
が
自
分
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
者
に
お
仕
着
せ
を
支
給
し
（
第
二
三
〇
連
）、
給
金
を
与
え
て
い
る
の
は
そ
の

典
型
と
い
え
る
（
第
一
七
一
連
）。
ま
た
、
ロ
ビ
ン
は
「
礼
節
に
か
な
っ
た
」
行
動
を
と
る
。「
見
知
ら
ぬ
客
」
が
来
る
ま
で
は
、
食
事
を
と

ら
ず
、
食
事
の
前
に
は
手
を
洗
い
、
拭
く
。
騎
士
に
遭
遇
す
る
場
面
で
は
、
次
の
よ
う
な
所
作
を
す
る
。

　

か
れ
が
小
屋
に
案
内
さ
れ
て
く
る
と	

 T
hey brought hym

 to the lodge dore ;

　

ロ
ビ
ン
は
か
れ
を
見
る
な
り	
 W

hen R
obyn hym

 gan see,

　

じ
つ
に
礼
儀
正
し
く
頭
巾
を
と
り	

 Full curtesly dyd of his hode,

　

跪
い
て
お
じ
ぎ
を
し
た	

 A
nd sette hym

 on his knee.

　
　
　
　
（
第
二
九
連
）

ロ
ビ
ン
は
自
分
よ
り
も
社
会
的
上
位
者
に
出
会
っ
た
と
き
は
、
頭
巾
を
と
っ
て
、
う
や
う
や
し
く
お
じ
ぎ
を
し
、
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
礼
節
に
か
な
っ
た
ロ
ビ
ン
の
行
動
は
、『
武
勲
』
の
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
、
こ
う
し
た
宮
廷
人
と
し
て
の
徳
目
を
か
ね
そ
な
え
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
ギ
ル
ド
構
成
員
な
い
し
は
商
人
の

も
つ
商
業
的
な
徳
目
を
も
具
現
し
て
い
る
。
オ
ル
グ
レ
ン
は
ギ
ル
ド
の
慣
行
や
商
人
の
活
動
と
『
武
勲
』
の
類
似
点
に
注
目
す
る
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
を
具
体
的
に
読
み
解
い
た
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
オ
ル
グ
レ
ン
が
最
初
で
あ
る
。「
森
の
世
界
に

は
す
で
に
都
市
市
場
の
諸
価
値
が
浸
透
し
て
い
た（

（（
（

」
の
で
あ
る
。

以
下
、
オ
ル
グ
レ
ン
に
拠
り
な
が
ら
、
ギ
ル
ド
の
慣
行
や
商
人
の
視
点
か
ら
『
武
勲
』
を
読
み
解
い
て
み
よ
う
。
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（
ⅰ
）
ギ
ル
ド
の
パ
ト
ロ
ン

ギ
ル
ド
は
パ
ト
ロ
ン
と
な
る
聖
人
を
選
ん
だ
が
、
聖
母
マ
リ
ア
は
四
大
リ
ヴ
ァ
リ
・
カ
ム
パ
ニ
ー―

反
物
商
、
反
物
職
工
、
高
級
織
物
商
、

皮
革
商―
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
。『
武
勲
』
の
な
か
で
ア
ウ
ト
ロ
ー
一
味
は
神
や
他
の
聖
人
に
誓
い
を
た
て
る
が
、
聖
母
マ
リ
ア
を
仲
裁
者

な
ら
び
に
保
護
者
と
し
て
選
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ロ
ビ
ン
は
毎
日
食
事
前
に
は
ミ
サ
を
お
こ
な
い
、
聖
母
マ
リ
ア
を
他
の
だ
れ
よ
り
も
敬
愛

し
て
い
た（

（（
（

。

　

当
時　

ロ
ビ
ン
に
は
よ
い
習
慣
が
あ
り	

 A
 gode m

aner than had R
obyn ;

　

ど
こ
の
土
地
に
い
よ
う
と
も	
 In londe w

here that he w
ere,

　

毎
日
食
事
を
す
る
ま
え
に	

 E
uery day or he w

old dyne

　

三
度
の
ミ
サ
に
あ
ず
か
っ
た	

 T
hre m

essis w
olde he here : 

　
　
　
　
（
第
八
連
）

　

一
つ
は
父
な
る
神
へ
の
礼
拝
で	

 T
he one in the w

orship of the Fader,

　

も
う
一
つ
は
聖
霊
の
た
め	

 A
nd another of the H

oly G
host,

　

三
番
目
は
も
っ
と
も
敬
愛
す
る	

 T
he thirde of O

ur dere L
ady

　

わ
れ
ら
が
聖
母
の
た
め
だ
っ
た	

 T
hat he loved allther m

oste.

　
　
　
　
（
第
九
連
）

（
ⅱ
）
ギ
ル
ド
の
組
織

ギ
ル
ド
の
主
要
な
役
員
は
「
マ
ス
タ
ー
」m

aster

あ
る
い
は
「
ウ
ォ
ー
ド
ン
」w

arden
と
呼
ば
れ
、
そ
の
組
織
は
自
由
人
か
ら
成
る
兄
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弟
団
な
い
し
は
仲
間
で
あ
っ
た
。
反
物
商
の
同
業
組
合
は
一
名
の
マ
ス
タ
ー
、
四
名
の
ウ
ォ
ー
ド
ン
、
そ
れ
に
三
〇
名
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
か
れ
ら
が
一
三
〇
～
一
八
〇
名
の
お
仕
着
せ
を
支
給
さ
れ
た
ギ
ル
ド
構
成
員
の
み
な
ら
ず
、「
反
物
の
外
に
」

（outside the cloth

）
い
る
人
び
と
、
す
な
わ
ち
職
人
、
奉
公
人
、
徒
弟
の
諸
活
動
を
仕
切
っ
て
い
た
。

『
武
勲
』
の
な
か
で
、
ロ
ビ
ン
は
「
お
頭か

し
ら」m

aister

と
六
回
呼
ば
れ
て
い
る
。
他
方
、
ロ
ビ
ン
の
側
近
と
も
い
え
る
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
、

ウ
ィ
ル
・
ス
カ
ロ
ッ
ク
、
粉
屋
の
息
子
マ
ッ
チ
は
、「
兄
弟
」brethern

と
二
回
、
あ
る
い
は
「
輩

と
も
が
ら」felow

es

と
二
回
呼
ば
れ
て
お
り
、
ロ

ビ
ン
一
味
の
組
織
全
体
が
「
一
団
・
仲
間
」com

panye / m
eyne

と
九
回
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
団
は
一
四
〇
名
の
屈
強
な
ヨ
ー
マ
ン
か
ら

構
成
さ
れ
て
お
り
、
い
ざ
と
い
う
時
は
、
ロ
ビ
ン
の
も
と
に
は
せ
参
じ
る
。
オ
ル
グ
レ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
四
〇
名
と
い
う
数
は
お
仕
着

せ
を
着
用
し
た
ギ
ル
ド
の
成
員
数
と
符
合
す
る
。

ギ
ル
ド
は
国
王
か
ら
特
許
状
を
付
与
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
独
占
を
許
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
親
国
王
派
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。

『
武
勲
』
第
三
八
六
連
に
も
国
王
へ
の
追
従
を
示
す
台
詞
が
み
ら
れ
る
。「
こ
の
世
で
私
の
一
番
敬
愛
す
る
／
お
方
は
国
王
陛
下
」
と
い
う
の

が
、
そ
れ
で
あ
る
。

ギ
ル
ド
加
入
候
補
者
は
技
術
な
い
し
は
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ほ
か
、
ギ
ル
ド
加
入
の
た
め
の
登
録
料
を
支
払

い
、
通
常
七
～
一
〇
年
に
及
ぶ
徒
弟
修
業
期
間
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ひ
と
た
び
加
入
が
認
め
ら
れ
る
と
、
独
自
の
お
仕
着
せ
を

支
給
さ
れ
た（

（（
（

。

（
ⅲ
）
新
メ
ン
バ
ー
の
加
入

新
メ
ン
バ
ー
へ
の
加
入
は
、『
武
勲
』
の
な
か
で
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
が
州
長
官
の
料
理
人
と
激
し
く
戦
い
、
引
き
分
け
に
終
わ
っ
て
か
ら

お
こ
な
わ
れ
る
。
料
理
人
は
特
別
な
技
能
、
す
な
わ
ち
剣
士
と
し
て
の
技
能
を
発
揮
し
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
一
味

に
加
え
ら
れ
る
。
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
は
料
理
人
に
お
仕
着
せ
と
給
金
を
与
え
る
こ
と
を
申
し
出
る
（
第
一
七
〇
～
一
七
一
連
）。
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も
う
ひ
と
つ
の
例
は
、
ヨ
ー
マ
ン
・
ア
ー
チ
ャ
ー
で
あ
る
レ
イ
ノ
ル
ド
・
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
に
変
装
し
た
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
が
州
長
官
と

弓
の
試
合
を
お
こ
な
っ
た
後
、
州
長
官
に
見
込
ま
れ
、
新
規
参
入
を
す
す
め
ら
れ
た
時
の
場
面
に
み
て
と
れ
る
。
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
は
州
長

官
か
ら
年
給
二
〇
マ
ル
ク
の
手
当
て
を
提
示
さ
れ
た
際
（
第
一
五
〇
連
）、
ま
ず
も
っ
て
自
分
の
主
君
で
あ
る
騎
士
サ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ア
ッ
ト
・
ザ
・
リ
ー
か
ら
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
返
答
す
る
（
第
一
五
一
連
）。
許
可
を
得
な
け
れ
ば
、
徒
弟
契
約
に
関
す
る
民

事
法
と
、
他
人
か
ら
徒
弟
修
業
の
誘
い
を
受
け
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
ギ
ル
ド
規
約
の
双
方
に
そ
む
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

（
ⅳ
）
徒
弟
修
業

リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
が
ま
ん
ま
と
州
長
官
を
森
に
誘
い
込
む
と
、
州
長
官
は
着
て
い
た
衣
服
を
脱
が
さ
れ
、
緑
の
マ
ン
ト
を
支
給
さ
れ
る

（
第
一
九
四
連
）。
そ
の
後
、
ロ
ビ
ン
は
州
長
官
に
こ
れ
か
ら
一
年
間
自
分
た
ち
と
生
活
を
と
も
に
し
、
そ
の
間
に
州
長
官
に
ア
ウ
ト
ロ
ー
に

な
る
す
べ
を
伝
授
し
よ
う
と
申
し
出
る
（
第
一
九
七
～
一
九
九
連
）。

　
「
ど
う
ぞ
」
と
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド	

‘M
ake glade chere,’ saybe R

obyn H
ode,

　
「
代
官
殿　

元
気
を
出
し
て	

‘Sheref, for charite!

　

こ
れ
が　

ま
こ
と　

緑
の
森
の	

 For this is our ordre i w
ys,

　

わ
し
ら
の
し
き
た
り
で
」	

 U
nder the grene w

ode tree.’

　
　
　
　
（
第
一
九
七
連
）　

　
「
こ
れ
か
ら
ま
る
一
二
ヶ
月
は
」
と
ロ
ビ
ン	

‘A
ll this tw

elve m
onthes,’ sayde R

obin,

　
「
わ
し
と
一
緒
に
暮
ら
す
が
い
い	

‘T
hou shalt dw

ell w
ith m

e ;

　

わ
し
が
お
前
を
、
よ
い
か
代
官	

 I shall the teche, proude sherif,

　

一
人
前
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
に
仕
込
ん
で
や
る
ぞ
」	

 A
n outlaw

e for to be.’
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（
第
一
九
九
連
）

ロ
ビ
ン
の
「
わ
し
ら
の
し
き
た
り
」（
一
九
七
連
）
や
ま
る
一
年
間
の
修
業
期
間
は
、
親
方
と
徒
弟
に
関
す
る
ギ
ル
ド
の
慣
行
と
相
通
ず

る
も
の
が
あ
る
。
親
方
は
徒
弟
に
一
定
期
間
、
部
屋
、
食
事
、
衣
服
を
支
給
す
る
約
束
を
す
る
（
一
九
九
連
）。

他
方
、
徒
弟
は
三
〇
三
ポ
ン
ド
（
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
が
州
長
官
か
ら
奪
い
取
っ
た
額
）
を
登
録
料
と
し
て
納
め
（
一
七
九
連
）、
自
分
の

親
方
に
危
害
を
加
え
な
い
こ
と
を
誓
う
（
二
〇
二
連（

（（
（

）。

　
「
あ
の
尊
大
な
代
官
か
ら
よ
ろ
し
く
と	

‘W
ell the gretith the proude sheryf,

　

私
が
あ
ず
か
っ
て
き
た
も
の
は	

 A
nd sende the here by m

e

　

彼
の
料
理
人　

銀
の
皿	
 H

is coke and his silver vessel,

　

そ
れ
に
三
〇
〇
と
三
ポ
ン
ド
で
す
」	

 A
nd thre hundred pounde and thre.’

　
　
　
　
（
第
一
七
九
連
）

（
ⅴ
）
お
仕
着
せ
の
授
与

『
武
勲
』
で
は
お
仕
着
せ
の
授
受
が
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
て
お
り
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
一
味
へ
の
新
た
な
メ
ン
バ
ー
の
加
入
を
示
唆
し
て
い

る
。
州
長
官
の
料
理
人
が
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
と
戦
い
、
引
き
分
け
に
終
わ
る
と
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
は
料
理
人
を
誘
っ
て
緑
の
森
に
一
緒
に

来
る
よ
う
告
げ
る
。
そ
の
際
、
年
に
二
回
衣
服
を
新
調
し
、
二
〇
マ
ル
ク
の
給
金
を
与
え
る
こ
と
を
申
し
出
る
（
一
七
〇
～
一
七
一
連
）。

こ
の
点
は
マ
デ
ィ
コ
ッ
ト
説
を
説
明
し
た
際
に
、
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
は
あ
ま
り
に
薄
着
で
み
す
ぼ
ら
し

い
騎
士
に
衣
服
を
提
供
す
る
よ
う
ロ
ビ
ン
に
進
言
す
る
が
（
七
〇
連
）、
そ
れ
に
よ
っ
て
騎
士
は
ロ
ビ
ン
の
手
下
に
な
る
。
同
様
に
、
ノ
ッ

テ
ィ
ン
ガ
ム
の
州
長
官
が
森
で
捕
ま
っ
た
時
、
州
長
官
は
靴
下
、
靴
、
衣
服
、
コ
ー
ト
を
脱
が
さ
れ
、
緑
の
マ
ン
ト
を
支
給
さ
れ
る
。

　

か
れ
ら
が
食
事
を
し
っ
か
り
と
る
と	

 W
hen they had souped w

ell,
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日
は
と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
て
い
た	

 T
he day w

as al gone ;
　

ロ
ビ
ン
は
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
に	

 R
obyn com

m
aundyd L

itell Johnn
　

代
官
の
靴
下
と
靴
を
脱
が
せ	

 To draw
e of his hosen and his shone,

　
　
　
　
（
第
一
九
三
連
）

　

上
着
と
立
派
な
毛
皮
の
つ
い
た	

 H
is kirtell, and his cote of pie,

　

短
い
外
套
を
脱
が
せ	

 T
hat w

as fured w
ell and fine,

　

緑
の
マ
ン
ト
を
持
っ
て
き
て	

 A
nd toke hym

 a grene m
antel,

　

代
官
の
身
を
包
め
と
言
い
渡
す	
 To lap  his body therein.

　
　
　
　
（
第
一
九
四
連
）

そ
の
後
、
上
述
の
よ
う
に
、
ロ
ビ
ン
は
州
長
官
に
ア
ウ
ト
ロ
ー
に
な
る
方
法
を
教
え
て
や
ろ
う
と
申
し
出
る
（
一
九
九
連
）。
オ
ル
グ
レ

ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
事
実
上
、
州
長
官
を
徒
弟
と
し
て
新
規
採
用
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
ロ
ビ
ン
が
エ
ド
ワ
ー
ド
王
に
出
会
っ
た
時
、
ロ
ビ
ン
は
緑
の
布
地
を
三
三
ヤ
ー
ル
国
王
に
売
り
渡
す
（
四
一
八
連
）。

　
「
い
ま
余
に
売
れ
る
」
と
我
ら
が
王	

‘H
aste thou ony grene cloth,’ sayd our kynge,

　
「
緑
の
布
地
は
あ
る
か
」	

‘T
hat thou w

ylte sell now
e to m

e?’

　
「
は
い　

誓
っ
て
」
と
ロ
ビ
ン	

‘Y
e,for G

od,’ sayd R
obyn,

　
「
三
〇
と
三
ヤ
ー
ル
ご
ざ
い
ま
す
」	

‘T
hyrty yerdes and thre.’

　
　
　
　
（
第
四
一
八
連
）

　
「
ロ
ビ
ン
」
と
我
ら
が
王	

‘R
obyn,’ sayd our kynge,

　
「
頼
み
だ
が	

‘N
ow

 pray I the,
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そ
の
布
地
を
余
と
余
の
家
来
に	

 Sell m
e som

e of that cloth,
　

少
々
売
っ
て
は
く
れ
ま
い
か
」	

 To m
e and m

y m
eyne.

　
　
　
　
（
第
四
一
九
連
）

そ
し
て
、
既
述
の
よ
う
に
、
王
と
そ
の
騎
士
た
ち
は
リ
ン
カ
ン･

グ
リ
ー
ン
の
衣
服
に
着
替
え
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
へ
と
向
か
う
の
で
あ

る
（
第
四
二
一
～
四
二
二
連（

（（
（

）。

（
ⅵ
）
誓
約
違
反

ギ
ル
ド
で
は
、
真
実
に
反
し
て
誓
い
を
た
て
る
こ
と
は
大
罪
に
相
当
し
、
除
名
に
至
る
こ
と
も
あ
っ
た
。『
武
勲
』
で
は
、
所
持
金
の
額

を
尋
ね
ら
れ
た
客
人
が
正
直
に
そ
の
額
を
告
げ
る
と
、
か
れ
は
金
銭
の
強
奪
を
ま
ぬ
が
れ
た
（
第
三
八
～
四
三
連（

（（
（

）。

　
「
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
下
さ
れ
」
と
ロ
ビ
ン	

‘Tel m
e truth,’ than saide R

obyn,

　
「
そ
う
す
れ
ば
神
も
慈
悲
を
か
け
る
で
し
ょ
う
」	

‘So G
od have parte of the :’

　
「
わ
し
に
は
一
〇
シ
リ
ン
グ
し
か
な
い
の
だ
」	

‘I have no m
ore but ten shelynges,’ 

　

と
騎
士	

 sayde the knyght,

　
「
だ
か
ら
神
も
味
方
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
」	

‘So G
od have parte of m

e.’ 

　
　
　
　
（
第
三
九
連
）                           

こ
れ
に
関
連
し
て
、
州
長
官
が
ロ
ビ
ン
に
危
害
を
く
わ
え
な
い
、
あ
る
い
は
ロ
ビ
ン
の
手
下
を
傷
つ
け
な
い
と
約
束
す
る
も
の
の
（
第

二
〇
二
～
二
〇
四
連
）、
弓
の
試
合
後
、
ロ
ビ
ン
一
味
を
攻
撃
し
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
は
重
傷
を
負
う
場
面
（
第
三
〇
一
～
三
〇
二
連
）
が

想
起
さ
れ
る
。
第
二
九
七
連
で
は
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
は
州
長
官
が
森
で
お
こ
な
っ
た
誓
約
を
破
っ
た
の
で
驚
い
て
い
る（

（（
（

。

　
「
こ
ん
畜
生　

高
慢
な
代
官
め	

‘A
nd w

o be thou, thou proude sheryf,
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こ
れ
が
客
の
も
て
な
し
方
か	

 T
hus gladdynge thy gest ;

　

お
前
は
向
こ
う
の
未
開
の
森
で	

 O
ther w

yse thou behote m
e

　

ま
る
で
違
う
約
束
を
し
た
で
は
な
い
か	

 In yonder w
ylde forest.

　
　
　
　
（
第
二
九
七
連
）

こ
う
し
た
ロ
ビ
ン
の
反
応
に
も
ギ
ル
ド
の
慣
行
の
一
端
が
み
て
と
れ
る
。

（
ⅶ
）
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
あ
る
い
は
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

ギ
ル
ド
の
重
要
な
機
能
の
ひ
と
つ
は
、
市
長
、
代
官
、
国
王
と
い
っ
た
高
位
に
あ
る
者
が
ロ
ン
ド
ン
に
入
城
す
る
際
に
、
出
迎
え
、
護
衛

す
る
た
め
、
騎
乗
し
て
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
行
進
行
列
）
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
三
九
九
年
、
ヘ
ン
リ
四
世
の
戴
冠
式
で

プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、「
新
し
い
国
王
は
、
お
仕
着
せ
と
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
と
そ

の
奉
公
人
に
よ
っ
て
護
衛
さ
れ
て
い
た
。
ウ
ォ
ー
ド
ン
ら
に
先
導
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
の
各
種
同
業
者
組
合
は
、
立
派
な
お
仕
着
せ
を
身
に
ま

と
い
、
組
合
の
旗
を
掲
げ
て
い
た（

（（
（

」。
同
様
の
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
（
騎
馬
行
進
）
は
、
ロ
ビ
ン
と
そ
の
一
味
が
全
員
リ
ン
カ
ン
・
グ
リ
ー
ン
の

お
仕
着
せ
を
着
用
し
、
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
に
つ
き
従
っ
て
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
か
ら
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
に
入
城
す
る
場
面
に
み
て
と
れ
る
（
第

四
二
二
～
四
二
七
連（

（（
（

）。

　

ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
人
び
と
は	

 A
ll the people of N

otyngham

　

立
っ
て
じ
っ
と
眺
め
て
い
た	

 T
hey stode and beheld,

　

か
れ
ら
の
目
に
は
野
を
お
お
う	

 T
hey saw

e nothynge but m
antels of grene

　

緑
の
マ
ン
ト
し
か
映
ら
な
か
っ
た	

 T
hat covered all the felde.

　
　
　
　
（
第
四
二
七
連
）
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ま
た
、『
武
勲
』
に
は
会
話
体
が
多
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
商
人
ギ
ル
ド
の
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
に
お
い
て
吟
遊
楽
人
に
よ
っ
て
朗
誦
、

否
、
劇
と
し
て
演
じ
ら
れ
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
も
ギ
ル
ド
の
慣
行
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
余
興
」
に
対
応
す
る（

（（
（

。

（
ⅷ
）
金
銭
の
貸
与

金
貸
し
は
『
武
勲
』
の
な
か
で
は
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ロ
ビ
ン
は
破
産
し
た
騎
士
サ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ア
ッ
ト
・
ザ
・
リ
ー
に
四
〇
〇
ポ
ン
ド
を
貸
与
す
る
が
、
こ
の
援
助
が
「
貸ロ

ー
ン与

」
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
て
、
純
然
た
る
贈
与
で
は
な
い
点

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
面
は
、
騎
士
が
物
心
両
面
で
「
気
前
の
よ
さ
」
に
よ
っ
て
称
賛
を
浴
び
る
慣
行
と
著
し
い
対
照
を
な
し

て
い
る
。
商
人
の
観イ

デ
オ
ロ
ギ
ー

念
形
態
で
は
、「
気
前
の
よ
さ
」
と
い
う
騎
士
の
美
徳
は
、
返
済
さ
れ
る
べ
き
金
銭
の
貸
与
へ
と
か
た
ち
を
変
え
て
い

る
の
で
あ
る
。

騎
士
は
大
修
道
院
長
か
ら
抵
当
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
土
地
を
取
り
戻
す
た
め
、
四
〇
〇
ポ
ン
ド
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
第

五
四
～
五
五
連
）。
そ
の
金
を
騎
士
は
ロ
ビ
ン
か
ら
借
り
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
は
保
証
人
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ロ
ビ
ン
は
騎
士
が
告

げ
た
「
十
字
架
で
死
ん
だ
御
仁
」（
第
六
二
連
）
や
ペ
テ
ロ
、
パ
ウ
ロ
、
ヨ
ハ
ネ
で
は
だ
め
だ
と
い
う
。「
も
っ
と
ま
し
な
保
証
人
を
探
し
な

さ
い
／
で
な
い
と
金
な
ど
手
に
入
り
ま
せ
ん
ぞ
」（
第
六
四
連
）
と
ロ
ビ
ン
は
続
け
る
。
サ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
が
「
敬
愛
す
る
聖
母
マ
リ
ア

様
」（
第
六
六
連
）
で
は
ど
う
か
と
申
し
出
る
と
、
聖
母
マ
リ
ア
を
敬
愛
す
る
ロ
ビ
ン
は
心
底
そ
れ
に
賛
同
す
る
。
こ
こ
で
も
聖
母
マ
リ
ア

は
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

そ
し
て
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
に
金
蔵
か
ら
よ
く
数
え
て
四
〇
〇
ポ
ン
ド
を
持
っ
て
来
る
よ
う
命
ず
る
の
で
あ
る
（
第
六
七
連
）。
な
ぜ
な

ら
ば
、
そ
れ
は
「
貧
苦
に
堕
ち
た
高
潔
の
騎
士
を
／
助
け
る
た
め
の
施
し
」（
第
六
九
連
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
不
幸
な
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る

慈
善
行
為
な
い
し
は
義
援
金
の
提
供
は
ギ
ル
ド
の
重
要
な
機
能
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
第
六
九
連
に
は
そ
れ
が
み
て
と
れ
る
。

返
済
期
日
は
「
一
二
ヶ
月
後
の
今
日
」（
第
七
九
連
）
と
い
う
こ
と
で
、
ふ
た
り
は
合
意
す
る
。
騎
士
の
返
済
が
遅
れ
る
と
、
ロ
ビ
ン
は
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二
度
に
わ
た
り
、
苛
立
ち
を
隠
せ
な
い
様
子
で
こ
う
述
べ
る
。「
ど
う
も
聖
母
様
は
御
立
腹
の
よ
う
だ
ぞ
／
ま
だ
金
を
返
し
に
来
ぬ
で
は
な

い
か
」（
第
二
〇
六
連
）。「
わ
れ
ら
の
聖
母
様
は
お
怒
り
の
御
様
子
で
／
わ
し
が
貸
し
た
金　

い
ま
だ
届
け
て
下
さ
ら
ぬ
」（
第
二
三
五
連
）。

ロ
ビ
ン
は
保
証
人
の
要
求
に
あ
た
っ
て
も
、
返
済
期
日
に
関
し
て
も
う
る
さ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ギ
ル
ド
の
慣
習
に
従
っ
て

い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

（
ⅸ
）
商
人
の
諸
活
動

ロ
ビ
ン
の
騎
士
へ
の
援
助
は
続
く
。
既
述
の
よ
う
に
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
は
騎
士
の
衣
服
が
「
あ
ま
り
に
薄
着
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
衣

服
を
与
え
る
よ
う
ロ
ビ
ン
に
進
言
し
て
い
る
（
第
七
〇
連
）。
そ
し
て
、
こ
う
続
け
る
。

　
「
お
頭か

し
ら　

あ
な
た
は
緋
色
や
緑
の	

‘For ye have scarlet and grene, m
ayster,

　

豪
華
な
衣
服
を
た
く
さ
ん
お
持
ち
で	

 A
nd m

any a riche aray ;

　

察
す
る
に
こ
の
う
ま
し
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で	

 T
here is no m

archaunt in m
ery E

nglond

　

こ
れ
ほ
ど
豊
か
な
商
人
も
あ
り
ま
す
ま
い
」	

 So ryche, Idare w
ell say.’

　
　
　
　
（
第
七
一
連
）

　
「
こ
の
方
に
ど
の
色
の
布
地
も
三
ヤ
ー
ル	

‘Take hym
 thre yerdes of every colour,

　

し
っ
か
り
測
っ
て
さ
し
上
げ
ろ
」	

 A
nd loke w

ell m
ete that it be.’

　

リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
は
木
の
弓
以
外
の	

 Lytell Johnn toke none other m
esure

　

物
差
し
を
使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
だ	

 B
ut his bow

e tree.

　
　
　
　
（
第
七
二
連
）

　

そ
し
て
か
れ
が
測
る
た
び
に	

 A
nd at every handfull that he m

et
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三
フ
ィ
ー
ト
分
と
ば
し
て
多
め
に
測
る	

 H
e leped footes three ;

　
「
な
ん
と
い
い
加
減
な
反
物
屋
だ
」
と	

‘W
hat devylless drapar,’ sayid 

　

リ
ト
ル･

マ
ッ
ク	

 litell M
uche,

　
「
自
分
で
は
そ
う
は
思
わ
ぬ
か
」	

‘T
hynkest thou for to be?’

　
　
　
　
（
第
七
三
連
）

こ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
重
要
な
論
点
が
か
く
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
ロ
ビ
ン
は
騎
士
に
衣
服
を
支
給
し
、
身
支
度
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

騎
士
を
「
自
分
の
」
家
来
と
し
て
抱
え
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
騎
士
は
の
ち
に
州
長
官
と
争
っ
た
際
に
、
ロ
ビ
ン
と
そ
の
一
味
を
自
分
の

城
内
に
か
く
ま
い
、
み
ず
か
ら
の
騎
士
勤
務
を
遂
行
す
る
（
三
一
一
連
）。
第
二
に
、
ロ
ビ
ン
が
「
豪
華
な
衣
服
を
た
く
さ
ん
」（
第
七
一

連
）
持
っ
た
富
裕
な
反
物
商
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
に
緑
の
布
地
を
三
三
ヤ
ー
ル
売
っ
て
い
る
時
、

ロ
ビ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
自
分
の
商
い
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
四
一
八
～
四
二
〇
連
）。
第
三
に
、
ロ
ビ
ン
が
リ
ト
ル
・

ジ
ョ
ン
に
布
地
を
よ
く
注
意
し
て
測
る
よ
う
に
命
じ
、
そ
れ
に
対
し
て
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
が
自
分
の
長
弓
で
か
な
り
い
い
加
減
に
測
る
時

（
第
七
二
～
七
三
連
）、
両
者
は
親
方
と
徒
弟
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
親
方
と
職
人
と
の
軋
轢
を
ド
ラ
マ
化
し
て
い
る
。
第
四

に
、
リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ン
は
布
地
を
測
る
の
に
物
差
し
を
使
わ
ず
、
長
弓
を
使
っ
て
い
る
が
（
第
七
二
連
）、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
か
れ
は
地

方
都
市
の
反
物
商
に
標
準
的
な
物
差
し
を
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
既
存
の
織
物
ギ
ル
ド
の
権
威
に
抵
抗
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

（
ⅹ
）
反
物
の
販
売

反
物
や
各
種
の
衣
類
へ
の
言
及
が
数
多
く
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
反
物
の
製
造
、
わ
け
て
も
反
物
の
小
売
り
に
対
し
て
特

別
な
関
心
が
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
衣
類
の
品
目
は
「
頭
巾
」（hode
）、「
マ
ン
ト
」（m

antel

）、「
上
着
」（kirtell

）
か

ら
「
短
い
外
套
」（cote of pie

）、「
ズ
ボ
ン
」（breche

）、「
シ
ャ
ツ
」（schert

）、「
僧
衣
」（cole

）
に
ま
で
及
ぶ
。
各
種
の
反
物
と
そ
の
独
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特
な
色
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
緋
と
緑
」（scarlet and grene

）、「
緋
と
縞
」（scarlet and of raye

）、「
白
と
赤
」（w

hyte 

and rede

）、「
灰
色
」（graye

）、「
黒
」（blacke

）、「
緑
」（grene

）、「
リ
ン
カ
ン
・
グ
リ
ー
ン
」（Lyncolne grene

）
が
そ
れ
で
あ
る
。
実

際
、
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
が
ロ
ビ
ン
に
緑
の
布
地
を
持
っ
て
い
る
か
と
尋
ね
る
場
面
で
は
、
ロ
ビ
ン
は
反
物
商
の
役
割
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
（
第
四
一
八
～
四
一
九
連（

（（
（

）。

以
上
に
み
た
よ
う
な
オ
ル
グ
レ
ン
の
見
方
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
『
武
勲
』
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
騎
士
道
精
神
に
代
わ
っ
て
、
ギ

ル
ド
的
な
商
業
主
義
な
い
し
は
商
人
気
質
を
強
調
す
る
点
で
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

も
と
よ
り
オ
ル
グ
レ
ン
は
、『
武
勲
』
を
生
み
出
し
た
歴
史
的
原
動
力
と
し
て
商
業
主
義
の
ほ
か
に
弓
術
、
庶
子
封
建
制
、
そ
し
て
犯
罪

者
集
団
を
挙
げ
て
い
る（

（（
（

。
な
か
で
も
、
弓
術
に
関
し
て
言
え
ば
、
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
は
勅
令
を
発
し
て
、
休
日
や
祝
祭
日
に
弓
術
の
練
習
を

し
、
そ
の
技
を
習
得
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
れ
を
管
轄
し
た
州
長
官
は
、
腕
の
よ
い
弓
兵
を
補
充
す
る
た
め
、
か
か
る
機
会
を
利
用
し
て
地

方
の
有
能
な
人
材
の
発
掘
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
対
外
戦
争
が
あ
っ
た（

（（
（

。

ま
た
、『
武
勲
』
は
一
二
世
紀
お
よ
び
一
三
世
紀
に
厳
格
に
施
行
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
フ
ォ
レ
ス
ト
法
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
こ
と
も
触
れ

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
フ
ォ
レ
ス
ト
の
境
界
を
め
ぐ
る
係
争
が
な
く
な
っ
た
一
四
世
紀
の
時
代
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
オ
ル
グ
レ
ン
は

み
る
。
し
か
し
、
鹿
の
密
猟
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
ラ
ン
カ
シ
ャ
を
く
ま
な
く
巡
行
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
王
は
、
プ
ロ
ン
プ
ト
ン
・
パ
ー
ク

で
多
く
の
鹿
に
逃
げ
ら
れ
た
（
第
三
五
七
連
）。
同
パ
ー
ク
で
王
は
鹿
の
大
群
に
遭
遇
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
立
派
な

角
を
も
っ
た
鹿
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
（
第
三
五
八
連
）。

こ
の
く
だ
り
は
、
お
そ
ら
く
ロ
ビ
ン
一
味
に
よ
る
鹿
の
密
猟
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
王
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド

に
赦
し
を
与
え
て
大
団
円
と
な
る
（
第
四
一
四
連
）。
オ
ル
グ
レ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
が
一
三
六
九
年
に
援
助
金
の
提

供
と
引
き
換
え
に
フ
ォ
レ
ス
ト
犯
罪
者
に
与
え
た
特
赦
を
指
し
て
い
る
と
い
う（

（（
（

。
そ
の
当
否
は
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
が
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド

率
い
る
ア
ウ
ト
ロ
ー
集
団
が
根
城
に
し
て
い
た
森
は
、
ロ
ビ
ン
伝
説
の
成
立
事
情
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
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む
す
び
に
か
え
て

最
近
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ポ
ラ
ー
ド
は
従
来
の
研
究
者
と
は
異
な
り
、
文
字
で
記
さ
れ
た
現
存
す
る
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
物
語
は
一
五
世
紀
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
重
視
し
、
当
時
の
聴
衆
に
と
っ
て
は
、
一
三
世
紀
及
び
一
四
世
紀
初
期
の
社
会
的
・
政
治
的
緊
張
状
態
は
す
で

に
無
関
係
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
し
て
、
種
々
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る（

（（
（

。
論
点
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
な
か
で
も
筆
者
に
と
っ
て
興
味

深
い
の
は
、
ロ
ビ
ン
一
味
が
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
宣
告
を
受
け
た
「
森
の
ヨ
ー
マ
ン
」
で
あ
り
、「
ヨ
ー
マ
ン
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
で
あ
っ
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ポ
ラ
ー
ド
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
本
来
、
王
の
森
に
棲
息
す
る
鹿
を
ま
も
る
べ
き
役
割
を
担
っ
て
い
た
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
が
、
現
今
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
な
っ
て
王
の
鹿
を
か
す
め
喰
ら
っ
て
生
計
を
た
て
て
い
る
と
い
う
、
な
ん
と
も
皮
肉
な
こ
と
に
な
る
。

と
同
時
に
、
修
道
士
に
扮
し
た
国
王
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
ア
ウ
ト
ロ
ー
た
ち
の
手
で
殺
さ
れ
た
王
の
鹿
で
饗
応
さ
れ
る
と
い
う
場
面
（『
武

勲
』
第
三
八
七
～
三
九
三
連
）
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
ア
イ
ロ
ニ
ィ
も
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
物
語
の
大
き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

る
。と

も
あ
れ
、
多
義
的
な
「
ヨ
ー
マ
ン
」
な
る
こ
と
ば
の
解
釈
が
論
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
た

ロ
ビ
ン
一
味
の
性
格
の
ち
が
い
、
ひ
い
て
は
バ
ラ
ッ
ド
全
体
の
解
釈
の
ち
が
い
を
生
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
ロ
ビ
ン
物
語
の
聴
衆
に
つ
い

て
も
、
研
究
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
い
な
い
が
、
今
日
で
は
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
・
バ
ラ
ッ
ド
の
聴
衆
は
特
定
の
社
会
層
で
は
な
く
、

種
々
雑
多
な
人
び
と
か
ら
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

ロ
ビ
ン
伝
説
の
起
源
に
関
し
て
言
え
ば
、
本
稿
で
は
一
四
世
紀
起
源
説
を
中
心
に
み
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
一
三
世
紀
起
源

説
の
否
定
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
一
三
世
紀
か
一
四
世
紀
か
、
と
い
っ
た
二
者
択
一
的
な
と
ら
え
方
で
は
な
く
、
バ
ラ
ッ
ド
の
主
題
の

な
か
に
は
一
三
世
紀
に
起
源
を
も
つ
も
の
も
あ
れ
ば
、
一
四
世
紀
の
相
を
呈
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
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か
。
さ
ら
に
、
右
に
み
た
ポ
ラ
ー
ド
的
な
見
方
に
接
す
る
と
、
ロ
ビ
ン
伝
説
の
諸
起
源
は
じ
つ
に
複
雑
で
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
と
の
印

象
を
受
け
る
。

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
が
一
二
六
〇
年
代
に
バ
ー
ク
シ
ャ
に
入
り
込
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
周
知
の
『
農
夫
ピ
ア
ズ
』（
一
三
七
七
年
頃
）

ま
で
に
は
ゆ
う
に
一
世
紀
以
上
も
の
時
間
的
隔
た
り
が
あ
り
、
そ
の
間
に
伝
説
の
人
気
の
高
ま
り
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
ま
っ
た
く
残
っ
て
い

な
い
と
い
う
事
実
に
は
、
驚
き
を
禁
じ
得
な
い（

（（
（

。
ま
た
、
一
二
六
〇
年
代
に
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
が
す
で
に
流
布
し
て
い
た
も
の
と
仮
定

し
て
、
は
た
し
て
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
史
料
が
残
存
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
の
で

あ
る（

（（
（

。
換
言
す
れ
ば
、
一
二
六
二
年
よ
り
ど
れ
だ
け
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
ロ
ビ
ン
伝
説
が
誕
生
し
、
当
初
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
を
と
っ

て
い
た
の
か
、
知
る
す
べ
が
な
い
の
で
あ
る
。

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
史
的
実
在
性
を
探
究
し
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
一
二
二
五
年
の
巡
回
裁
判
に
最
初
に
登
場
す
る

か
の
「
逃
亡
者
」
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ド
と
ヨ
ー
ク
シ
ャ
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
た
る
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ヴ
・
ウ
ィ
ザ
ビ
は
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。
だ
が
、
ク
ル
ッ
ク
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
立
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ド
ブ
ソ
ン
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
か
れ
、
も
し
く
は
か
れ
ら
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
わ
か
ら
な
い
う
え
、
そ
の
犯
罪
行
為
が
伝

説
を
生
む
に
足
る
ほ
ど
重
大
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
拠
も
残
っ
て
い
な
い（

（（
（

。
わ
れ
わ
れ
は
「
逃
亡
者
」
と
い
う
記
載
か
ら
ア
・
プ

リ
オ
リ
に
犯
罪
者
を
想
定
し
が
ち
で
あ
る
が
、
当
人
が
実
際
に
犯
罪
を
お
か
し
て
逃
亡
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
自
明
な

こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
に
も
ひ
と
つ
の
大
き
な
陥
穽
が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

従
来
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
は
農
村
を
背
景
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が（

（（
（

、
本
稿
で
み
た
よ
う
に
、
近
年
、
都
市
の

文
脈
の
な
か
で
と
ら
え
る
見
方
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
潮
流
を
な
し
て
い
る（

（（
（

。
と
は
い
え
、
一
九
六
〇
年
代
の
論
争
に
お
い
て
口
火
を
切
っ
た

ヒ
ル
ト
ン
の
学
説
も
再
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
一
三
八
一
年
の
い
わ
ゆ
る
「
農
民
一
揆
」
に
は
、
そ
の
名
称

と
は
裏
腹
に
、「
都
市
」
民
が
深
く
関
与
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
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も
と
よ
り
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
物
語
は
歴
史
的
な
い
し
は
社
会
学
的
な
デ
ー
タ
の
単
な
る
集
積
で
は
な
い
し
、
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
た
社

会
の
単
な
る
反
映
で
も
な
い
。「
歴
史
」
は
文
学
の
発
展
の
な
か
で
歪
め
ら
れ
、
い
く
つ
も
の
異
な
る
伝
承
の
層
で
覆
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ソ
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あ
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。
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ら
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